
図面番号 図　面　名　称 縮尺（A1版）

図面リスト

給　排　水　衛　生　設　備　図

工事区分表

特記仕様書１

特記仕様書２ＭＰ-００３

ＭＰ-００４

ＭＰ-００５

ＭＰ-００６

Ｐ-００１

Ｐ-００２

Ｐ-００３

Ｐ-００４

Ｐ-００５

Ｐ-００６

Ｐ-００７

Ｎo Ｓcale

Ｎo Ｓcale

Ｎo Ｓcale

Ｎo Ｓcale

Ｎo Ｓcale

Ｐ-００８

Ｐ-００９

Ｐ-０１０

Ｐ-０１１

Ｐ-０１２

Ｍ-００１

Ｍ-００２

Ｍ-００３

Ｍ-００４

Ｍ-００５

Ｎo Ｓcale

Ｍ-００６

Ｍ-００７

Ｍ-００８

Ｍ-００９

Ｍ-０１０

Ｎo Ｓcale

空調設備　機器表

空調設備　１階平面図

空調設備　２階平面図

管種表・桝参考図

給排水衛生設備　機器表・器具表 Ｎo Ｓcale

1/100

ＭＰ-００１

給排水衛生設備　１階平面図（給水･給湯・ガス）

給排水衛生設備　１階平面図（排水・通気）

空調計装設備　１階平面図

空調計装設備　２階平面図

換気設備　機器表（１）

Ｎo Ｓcale

1/100

給排水衛生設備　配置図 1/150

特記仕様書３

ＭＰ-００２

給排水衛生設備　桝リスト Ｎo Ｓcale

排水処理施設（１）

排水処理施設（２）

排水処理施設（３）

排水処理施設（４）

排水処理施設（５）

排水処理施設（６）

Ｎo Ｓcale

1/50

1/50

1/50

1/50

1/10

Ｎo Ｓcale排水処理施設（７）

換気設備　機器表（２）

換気設備　計算書

換気設備　２階平面図

換気設備　１階平面図

Ｎo Ｓcale

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100
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○室内気流及びじんあいの測定　○騒音の測定　●飲料水の水質の測定　

80％以下

80％以下25.0℃

25.0℃

80％以下

80％以下

25.0℃

25.0℃

　　　　　　　 （供給圧力　　　Pa、供給事業者名　　　 　　　）

● 排水処理設備

新　築

●

●

●

● ●

湿度(RH)温度(DB)

食品庫・和え物室

湿度(RH)温度(DB)

調理室

● 空調設備

一式

一式

●

●● ●厨房除害　〇ボイラー排水中和　○浄化槽

〇要　　○不要

〇要　　○不要

●親メーター（●貸与品　○本工事　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

管の上端より原則として、一般敷地は（凍結深度　60cm）構内道路は（80cm）以上とする。

●ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

●水道事業者指定品（○貸与品　●買い取り）又は　○標準図MC形

●親メーター（●貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）

　（●調理室フード排気系統  ●洗浄室排気系統  ○            ）

ポンプ排水 ● あり（○汚物　●雑排水　○湧水）　　○なし

機械設備

（○100㎏以上 ●全て ）の設備機器を天井ふところ又は吊りボルトの長さが、１.５ｍ以上

●屋内露出（○　　）の保温外装は（○アルミガラスクロス　●カラー亜鉛鉄板）とする。

○

●

●

○ユニットの配管材料は、監督員の指示による。

● 液化石油ガス（種別 LPG、総発熱量     MJ/m3(N)、     MJ/kg）

一式

一式

● ガス設備

● 換気設備

一式

一式

一式

一式

● 給湯設備

● 排水設備

● 給水設備

● 衛生器具設備

● 給湯設備

● 衛生器具設備

●要（●別途工事（施主負担）　○本工事）　　〇不要

（〇バルクタンク２．９ｔ　○ボンベ50kg　　　　　）（●強制気化装置　○　　　）

●

既設配管を含む部分の試験　●要（方法及び圧力：監督員の指示による　）　　○不要

●屋外露出部（●給水管　●消火管　○膨張管　○ドレン管　●給湯管　(●弁類を含む)）は防

　 　　○呼び径７５Ｓｕ以上（　溶接接合、ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ形管継手による接合又はﾌﾗﾝｼﾞ接合　　）

　　 　○呼び径６０Ｓｕ以下（　SAS322を満足した継ぎ手による接合　）

　●防災設備　　　　●監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　〇給水装置　　　○排水装置　　　〇換気機器　　　○空調機器　　　○熱源機器

●風量調整　●水量調整　●室内外空気の温湿度の測定　●個別リモコンの設定（節電機能）

○

〇

●

〇

〇

●

○都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

●液化石油ガス

○都市ガス（供給者名　　　　　）

（●管種表参照)

●

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。○

○

（○管種表参照)

○

○

●

　 　　○（ａ）　　○（ｂ）　　●（ｃ）

ＨＨ

（建築設備耐震設計・施工指針　最新年版)」により行う。ただし、設計用地震力(水平及び

●CADデータの提出　　●要　　・不要

　○要　　　●不要

○

　（2）雨　水　○ 直放流下水管　　○ 雨水貯留槽　　●　側溝

○空気調和　　○単一ダクト方式　　　　　　　　　　　　　　○全空気方式
 　　　　　　 ○ファンコイルユニット・ダクト併用方式　　　●空気熱源ヒートポンプパッケージ

学校給食センター

機械設備工事
令和　07年　  月

建築図参照

２階建 建築図参照

学校給食センター

○ 屋内消火栓設備　　〇 屋内消火栓設備代用パッケージ消火栓設備　　　　○スプリンクラー設備

○ 高置タンク方式　　●直結給水方式　○受水槽加圧方式

　（1）汚　水　● 直放流下水管　

建物内の汚水と雑排水（○ 合流式　●分流式）

○ 泡消火設備　　　○連結散水方式　　○連結送水管　　○フード等用簡易自動消火装置

ガ ス の 種 類

方式及び種別

空 調 方 式

主 要 熱 源 機 器

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

消 火 設 備
の

種　　　　類

設              備              概              要

○

建物外放流先

○ 不活性ガス消火設備　（　○　　　　）

○ 電気式　●電子式　○デジタル式

〇

○

JIS又はJV　（●5K　　　　○10K　　（図示部分））

●ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○

●要（○別途工事（施主負担）　●本工事）　　○不要

○

○標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ) ）による。○

●個別感知フラッシュ方式　（　　一体型　　）　　制御盤（　○要　　○不要　）

〇

○　一般の施設〇　特定の施設

新　築12項（イ）Ｓ造

〇浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統。●厨房用排気ダクト

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　１０本組。

○合成樹脂製　●アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

●

　　　　　　　　通気管　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　VP

　　　　　　　　雨水管　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　VP

　　　　　　　　隠蔽部　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　VP

●水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

○

〇下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。

　　　　　調査項目　　

〇 ●

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　●（c）による。

●

●

水栓柱

●

　　　　　  ●その他の部分（● 5K　○　　　　　　）

JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10K　○　　　　　　）　●

●

●

　（●ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

● 台所流し用の水栓は泡沫式とする。水栓

量水器

量水器桝

弁類

建物導入部配管

引込納付金等

管の埋設深さ

●多湿箇所は下記の系統とする。（天井内共多湿箇所とする。）

●

●

●

●

○ ダンパー

●

（１）防煙ダンパー　 　復帰方式（○遠隔　○手動　）　○定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクト、耐火ダクトの仕様は別図による。

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラ○ ダクト

○

保温

○ 天井仕上区分

はつり

転倒防止等

集合装置

保温

●低圧ダクト（●コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラ

（●厨房 ○湯沸室）用の隠ぺい部ダクト保温仕様は（Ⅰ･(イ)･Ⅸ）とし、範囲は図示による。

●外気ダクトの保温　範囲は（●全てのダクト○　　　　　　）

● 保温及び消音内貼

漏洩検知装置

〇本工事　○別途工事ガス漏れ警報器

配管材料

　　　　　　　　（2）地中　○ガス用ポリエチレン管

〇液化石油ガス　（1）一般　○ガス用硬質塩化ビニル被覆鋼管（●管種表参照)

（●管種表参照)

配管材料

　　　　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）STPG(sch20)※高圧配管

還り配管　○ステンレス鋼管

往き配管　○配管用炭素鋼鋼管（黒）SGP

○ドライシステム　　○

○ 機器の機能等

○

○ システム○

　　　　　　　　　　地中 ○消火用硬質塩化ビニル外面ライニング鋼管SGP-VS

（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

放流納付金等

満水試験継手

　　　　　　　　雨水管　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　VU（土中埋設以外は建築工事）

　　　　　　　　桝間　　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　VU

（2）屋　　外 　第一桝まで　○硬質ポリ塩化ビニル管　VP

（1）屋　　内 　土中埋設　　○硬質ポリ塩化ビニル管　VP

（●管種表参照)

（●管種表参照)

（3）その他の一般配管　●水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-VB　○

（2）地中埋設配管　　　●水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-VD　○

衛生器具ユニット

和風大便器の

  （ ● 機器1次側ＯＡ・ＥＡ  ● ＳＡ  ● ＲＡ）

●還りダクトの保温　範囲は（●全てのダクト　　　○空調室の天井以外　）

（７）ドレン管　　　　　　 　○ポリ硬質塩化ビニル管（VP)　○耐火二層管

（６）冷媒管　　　　　 　　　○冷媒用被覆銅管（ハイグレード）

（●管種表参照)

施工調査

　ものは50mm、呼び径32以上のものは40mmとする。

　凍保温を行う。仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25以下の

●根切り土の中の良質土　　●山砂の類
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●

（6．改修内容（改修工事のみ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

●

○耐熱性塩化ビニルライニング鋼管●●

●標準仕様書第2編2.4.8(f)による　○図示の箇所に取付ける。

●

●

●●

●洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。●

●ＡＣ１００Ｖ　　○乾電池　　○自己給電●

●●

●

●

●●

２編表３.１.５　表２.３.５のｈ・（イ）・Ⅸとする。

（1）給水引込管（給水ﾒｰﾀｰまで）水道事業者の指定による

仕様等

設備方式

図示による。

ガス種別

配管材料

引込負担金等

充てん容器

メーター

電気防食

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a）　○（b））による。

厨房用熱源 図示による。

図示による。

　　　　　　　　　　地中 ○消火用硬質塩化ビニル外面ライニング鋼管　SGP-VS

（２）ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ　　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第

弁類

保温

ただし、防凍保温は共通事項による。

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅶによる保温を行う。

（３）　　　　　　　　 　○

建物導入部配管

洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

配管材料

配管材料

防火区画貫通処理

洋風便器

自動洗浄装置 洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

小便器

標記板

自動水栓の

○要（材質：　　　　　）　（○大便器　○小便器　○　　　　）　○不要

及びその組み込み

電源供給方式

配管材料

外　　気

81.0％

42.0％

　-11.2℃

35.1℃

●全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ25mm、○範囲は図示による ●以下による）●

●

●

●厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

●

（●槽内　●ピット内）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。●

　●火を使用する設備　　●避難経路上に設置する機器　　○

22.0℃

26.0℃

○

○

一 般

（2）埋設表示用テープ　●要（排水管を除く）　　　　○不要

（1）地中埋設標　　　　●要（曲がり、分岐箇所）　　○不要●

振れ止め支持

にて吊り支持する場合、振れ止め支持とする。

鉄筋及び電気配線の状況を確認してから、ダイヤモンドカッターにて行うこと

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、Ｘ線によるレントゲン撮影を行い、

　　　　事前調査

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

吊り及び支持金物

● 電線類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

●冷媒管の外装（外部）の種別は（○図示による　　●ステンレス鋼板　）

● ●塗装要（屋外露出の金属電線管）塗装

（５）加湿給水管　　　　 　　○一般配管用ステンレス鋼管（SU管）

（３）レリーフダンパー（RD) 　　　　　○自立式

（２）ピストンダンパー（PFD) 復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

●

●

●

成行き

成行き

●

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項によ

　る。

○返油ポンプ制御　○減油警報　○　　　　　　　　）の端子を設ける。

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御

　なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

り

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

JIS又はJV　（●5K　　　○10K（図示部分））

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

●ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

○ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

図示の位置に取付ける。

○ 温度計

○ 圧力計

○ 瞬間流量計

○ 油面制御装置

弁類

絶縁継手○

使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11の使用する電線類の規格によ

る。（機器、盤類は除く）

　ンジ工法）とする。

●空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管

　の項による。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内

　　　貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

　ンジ工法）とする。

○

置（開放及び復帰

方式）

排煙口手動開放装

建築設備定期検査業務基準書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。○ 排煙風量測定

○亜鉛鉄板　　○

○図示による

○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）

○ ダクト

○ 排煙口の形式

○

電気計装工事の配

線

システム構成その

他

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

図示による。

排気ダクトのシー

ル

チャンバー

保温

空気調和設備の当該項目による。

ダクト

●風量測定口

ダンパー 空気調和設備の当該項目による。

取付け箇所は図示による。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

○共同溝の保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

配管

「機器と配管接続部」取付け箇所は図示による。絶縁継手

地中埋設標等

（1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

（2）建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

（3）溶接部の非破壊検査　 ○不要　○要（　　　　　　　　　　　　）

試験

屋　　内　　（ 調 整 目 標 ）

夏期

冬期

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

取付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

（２）冷却水管　　　　　 　　○

（１）冷温水管　　　　　 　　○

（３）油管　　　　　 　　　　○

（４）蒸気管 　給気管　　　　○

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

　　　　　 　　還　管　　　　○

鋼板厚（○3.2㎜　○4.5㎜）

設計温湿度

○ 鋼板製煙道

風量測定口

チャンバー

配管材料

　

●熱絶縁施工（保温工事）　〇冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

●配管施工（配管工事）　　●建築板金施工（ダクト製作および取付け）

●

●埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に堆積とする。

●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

○設けない　　　　　〇設ける

●

●

設備機器の固定等は、「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修

○場外適切処分

●

●

　　測定時期　　　　　　○工事着手前　  ●施工終了時（建築工事に含む）

●

●

●

●

● ●50Hz　　　○60Hz

●本工事（調整項目は下記のものとする。）●

●

●保全に関する資料の提出部数は３部とする。

●既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

●完成図の原図サイズは、原則としてA1サイズとする。●

●本工事で設置とする。

●

● 構内につくることが　　●できる　  ○できない

●

○

　●資格の区分1）

ホルムアルデヒドの放散量

該当する機材等

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させな

　　　い塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させな

　　　い塗料使用

　　　い材料使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させな

規制対象外

ドの放散量

ホルムアルデヒ

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層

　3階、13階以上の場合は上層4階とする。

鉛直)は次の設計用水平震度 K　及び設計用鉛直震度 Kv（K　/2）を用いて計算する。設計用

水平地力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の板を機械室

に設ける。説明板の大きさは、約　  ㎡ とする。

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行うも

のとする。

　　　　　　（選択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、

　　　　　　水道部門又は衛生工学部門に合格した者

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。

　　　　　　）のうち、1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を

測定し、監督職員に報告すること。

　　　ムアルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則とし

　　　て規制対象外のものを使用する。

　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホル

　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　　他什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

　　　発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、

　　　エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極

　　　めて少ないものとする。

　　　ード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを

　　　放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

とし、次の１）から５）を満たすものとする。

化学物質を放散さ
せる機材等

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボ

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

室内空気中の化学

物質の濃度測定

測定はパッシブ型採集機器により行う。

主任技術者等 下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　　　　　

　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

電気保安技術者

　○資格の区分2）

　　　ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　（注）　（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。

　　　　　〈　〉内の数値は水槽類に適用する。

・重要機器は次のものを示す。

　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平家建の場合は無し）

機器種別

（1.5）

（1.0）

〈0.6〉

（0.6）

〈0.6〉〈1.0〉

（1.0）

〈1.0〉

（1.5）

〈1.5〉

（2.0）

〈1.5〉 〈1.0〉

（1.0） （1.0）

〈1.5〉 〈1.0〉

（1.5） （1.5）

〈2.0〉 〈1.5〉

（2.0）

0.6 0.4

1.0 0.6

1.0

1.5 1.0

1.0 0.6

1.5 1.0

2.0

2.0 1.5

一般機器重要機器一般機器重要機器

（※1）水槽類

防振支持の機器

機器

（※1）水槽類

防振支持の機器

機器

（※1）水槽類

防振支持の機器

機器

屋上及び塔屋

上層階

中間階

地下・1階

設置場所

設計用標準水平震度

電源周波数

（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

容量等の表示

耐震措置

工事写真・完成図

等

技能士の適用

監督員事務所

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

工事用仮設物

足場・さん橋類

工事用電力・水

・その他

建設発生土の処理

埋め戻し土・盛土

運転操作説明板

によるほか、監督職員の指示による。

機械設備工事機材承諾図様式集（平成28年版）機材の承諾図

総合調整

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○ コンクリート及び鉄から成る

● 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

○ 修繕

● 新築

　　　する。

　　　標準図（機械設備工事編）（最新版）｣（以下、「標準図」という。）による。

　　　様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事

　　　様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕

4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日）

5．設備概要（●印のついたものを適用する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

建物別及び屋外

工　事　種　目

工事種別

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

階　　　　数 備考
別 表 第 一

消防法施行令

（㎡ ）

延 べ 面 積
構　造建　物　名　称

2．建物概要

１．工　事　概　要

仕様書

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕

● あり

●手作業

● 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第●

●

　　　のとし、この証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会他）が発行する品質及

　　　のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受

　　　ける。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上

　　　び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製

　　　造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するもの

　　　　にあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

（２）別表－1に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすも

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設の名称 所　在　地

　　２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

　 建設資材　　

○ コンクリート　　　　　

○ 木　　　　　　　　　材

○ アスファルト・コンクリート　　　　　

　　１）分別解体の方法

○手作業・機械作業併用

建築設備工事

○ 増築

○ なし

○ 模様替

分別解体の方法作業内容工　　　　程

　   ③ 再資源化等に要した費用

　   ② 再資源化等をした施設の名称及び住所

　   ① 再資源化等が完了した年月日

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

2．特記仕様

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用

1．共通仕様

２．工　事　仕　様

　　　

機材等

　 員に提出する。

　 源利用促進計画書を、工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職

　 にデータ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資

　 総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、㏿やかに当該システム

　 する。

　 督職員と協議する。分別解体再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告

　 理を行う。ただし、工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は監

　 １０４号）の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処再資源化等につい

て

特定建設資材の

特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　目

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

R07. 03

管理建築士一級建築士事務所・ 群馬県 登録　 47号 担当設計者総括設計者 図 面 番 号照査・ 検図訂正年月日設計年月日縮 尺図 面 名 称工 事 件 名

萩原憲一

一級建築士　 第252777号

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　 TEL (027)231-3060 代表

Ａ 1版　 N/㻿

Ａ3版　 N/㻿
MP-002特記仕様書１

荻原正人

第260191号
一級建築士　  

皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

皆野町新・ 学校給食センター(仮称)建設工事



特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目章

●保温材

●配管          （ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ）は冷水管に適用

保温仕様●●

● 必要書類・提出書

類

●

現場代理人及び主任技術者届

協力業者名簿・メーカーリスト

工事請負契約書●

●

●

● 防火区画貫通処置●

表示

配管の機能上必要箇所には水抜き弁、エアー抜き弁を取り付けのこと。

●

本工事で使用するインバーター搭載機器は高調波対策品とする。機器の高調波対策

制 気 口 全て指定色仕上げとする。

電 動 機 特記無き機器で電動機 11 kw 以上の場合は、スターデルタ起動とする。

排 水 桝

合成ゴム製    水用

ステンレス製  水用

ステンレス製  油用

特記無きフレキシブルジョイントの長さは、下記による。

 15 A ～  40 A    300 mm

 50 A ～  80 A    500 mm

100 A 以上        700 mm

 15 A ～  25 A    300 mm

 32 A ～  50 A    500 mm

 65 A ～ 150 A    750 mm

200 A 以上      1 000 mm

 15 A ～  20 A    300 mm

 25 A ～  40 A    500 mm

 50 A ～ 100 A    750 mm

防振継手

伸縮管継手

異種金属配管との接続は、絶縁継手を使用し施工のこと。絶縁継手●

バ ル ブ

ライニング鋼管

●

（４）積雪荷重における多雪区域の指定および垂直積雪深と単位体積重量

荷重の組み合わせ 各設計荷重の組み合わせは、建築基準法施行令第82条の第2号による。

用途係数Ｉs

1.5

1.0

0.7

応答倍率Ｋ1

2.0

2.0

1.5

1.5

機器の取付状態又は場所

防振支持の機器

堅固に据付けられた機器

1階、地階、地上地盤面

中間階、上層階、屋上、塔屋

④ 設備機器の設計用震度

   設備機器の設計用水平震度は下記とする。

Ｋo：１）又は２）の設置階の水平震度

ここに、

ＫH = Ｋo・Ｋ1・Ｉs・Ｉk・Ｚ

Ｋv = 1/2・Ｋo・Ｚ

ＫH：設備機器等に作用する設計用水平震度

③ 設備機器等の耐震クラス（ ② を適用する場合は下記による ）

耐震クラス

建築設備機器の耐震クラス

種別

・避難経路設置機器

・昇降機設備

・ゴンドラ設備

・その他

水槽

水槽以外の設備機器等

耐震性を特に重視する用途

耐震性を重視する用途

その他の用途

水槽の用途

             ・10～12階建ての建築物では、上層の3層をいう。

             ・13階建て以上の建築物では、上層の4層をいう。

中間階の定義 ・地階、1階及び上記の上層階に該当しない階をいう。

             ・ 7～ 9階建ての建築物では、上層の2層をいう。

上層階の定義 ・ 2～ 6階建ての建築物では、最上階をいう。

上層階、屋上及び塔屋

中間階

地階及び1階

S A B

2.0

1.5

1.5

1.0

1.0

0.6

0.4（0.6）0.6（1.0）1.0（1.5）

（）内数値は地階及び1階(地表)に設置に設置する水槽の場合に適用する。

階

水平震度

鉛直震度

地階、1階

（１）地域係数 Z

（２）地震力

① フロアレスポンスによる震度の指定

単位体積重量          （ 30 N/㎡･㎝ ）

（３）設備機器設計用風圧の最小値

外部に面して設置する設計機器等の設計用風圧力は

（２）設備機器設計用風㏿の再現期間

           ・200年（ 風㏿割増し 1.15 倍 ）とする。

地表面粗度区分は（   Ⅲ   ）とする。

基準風㏿ Vo は  （ 30 m/s ）以上とする。

（１）基準風㏿Voおよび地表面粗度区分

地域係数は   ●1.0    ・0.7    ・0.8    ・0.9    ・     とする。

●

・S            ・A            ・B

・S            ・A            ・B

    階    階     階     階     階

煙突の構造

配管類の構造

● 鉄骨支持架台の防錆処理は、

  ●亜鉛めっきHDZ55

鉄骨支持架台の接合ボルトは、

  ●亜鉛めっき高力ボルトF8T

建築物本体との緊結金物（アンカーボルト等）の防錆処理は、

  ●亜鉛めっきアンカーボルト

  ●ステンレスアンカーボルト

鉄骨支持架台の防錆処理は、

  ●亜鉛めっきHDZ55

鉄骨支持架台の接合ボルトは、

  ●亜鉛めっき高力ボルトF8T

建築物本体との緊結金物（アンカーボルト等）の防錆処理は、

  ●亜鉛めっきボルト

  ●ステンレスボルト

稀な地震

極めて稀な地震

配管及び締結装置に損傷が生じない

こと。

配管及び締結装置が破損・脱落せず、

人命に危険が無いこと。

層間変形角地震の規模

●

●

・避雷設備

と。

天吊形エアコン及び天吊形換気機器には吊り用ボルトにブレース等による振れ止めを施すこ

外部に面して設置する設備機器等の設計用積雪荷重は以下による数値以下による数値

以上とする。

図面に記載無き場合も下記の基準により、複式伸縮管継手を設置のこと。

  冷温水・温水・給湯管   直管部が 25 ｍ 以上の場合、50 ｍ 以内ごと。

  蒸気管・蒸気還水管     直管部が 20 ｍ 以上の場合、40 ｍ 以内ごと。

ライニング鋼管に取り付ける弁類は下記による。

  ねじ込み式の弁  15 A ～ 50 A   給水用管端防食ねじ込み形弁

                                 給湯用管端防食ねじ込み形弁

外気導入ダクト並びに外壁から１ｍまでの排気ダクトには、結露防止のため保温を施すこと。

レンジフードファンや厨房などの燃焼機器の排気ダクトには、断熱（ロックウール50ｔ）を

施すこと。

空調機器のブレーカー容量及び配線仕様・太さは、選定メーカーの規定通りとすること。

また、変更が生じた場合も請負範囲内で行うこと。

特記無き排水桝の仕様は、国土交通省型とする。

図面に記載の排水桝の深さは参考値であり、実際の深さは地盤高と放流先のレベルを調査し、

排水縦断図を作成し、施工のこと。

地盤高の検討は工事着手後、すみやかに検討し、設定地盤レベルに問題が生じた場合は、監

督員と協議し調整のこと。

ライニング鋼管（一般・耐熱）の施工に際しては、必ず管端コア付継手を使用し、配管製造

メーカーの施工基準に則り施工のこと。

屋外埋設管の分岐及び曲り部には、地中埋設標を設置すること。管を埋戻す場合は、埋設表

示用テープを布設のこと。（排水管は除く）機械室内・屋外・パイプシャフト内の機器・配

管・ダクトには機器名・系統名・種別等を記入のこと。バルブ・ダンパーには種別・開閉表

示を行うこと。

不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、建築基準法及び消防法が必要とする処置

を施すこと。

水抜き、エアー抜

き

フレキシブル

ジョイント

空調機器のブレ

ーカー容量及び

配線仕様

換気ダクトの

保温断熱工事

チャンバー、

ボックス類

天吊形エアコン及

び換気機器の振れ

止め

空調、衛生、電気、

避雷、ゴンドラ、

昇降機等工事に関

する共通事項

屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、平12建告第1389号によ

り、風圧並びに地震そのたの振動および衝撃に対して、構造耐力上安全なものとすること。

ただし、風圧力あるいは地震力の数値が下記の規定値の方が大きい場合は、下記規定値の数

値を採用する。

風圧力と積雪荷重

屋上または屋外に面して設置する設備機器等に対しては、風圧力を建築基準法施行令第82条

の4、および平12建告第1458号による数値を採用し安全上支障のないこと。積雪荷重について

も同様とする。

本工事に適用する

地震力

   設備機器設置階の震度は以下の数値以上とする。ただし、本表の数値を採用する

　 場合の地域係数Z は1.0とする。

② ①に特記がない場合は、日本建築センター「建築設備耐震設計・施工指針2014年版

    より設置階の震度は下記とする。

Ｉs：水槽以外の設備機器の用途係数でＩs = 1.0～1.5。水槽の用途係数は下表

     とする。ただし水平震度を２）とする場合はそれぞれ1.0とする。

Ｉk：建築物の用途係数でＩK = 1.0～1.5 。ただし水平震度を ② とする場合

     は1.0 とする。又、Ｉs・ＩK ≦ 2.0 とする。

 Ｚ：地域係数

支持架台及び

緊結用金物

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物

の主要な部分に、緊結すること。

屋外に面する設備

機器の鉄骨支持架

台及び緊結金物の

防錆処理

屋内に面する設備

機器の鉄骨支持架

台及び緊結金物の

防錆処理

設計図に詳細の記載がない場合、屋上から突出する煙突で、突出する高さが90cmを超えるも

のは、鋼製煙突又は鉄製の支枠を設けた構造とする。また、煙突で屋内にある部分は、鉄筋

に対するコンクリートのかぶり厚さが5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上

の無筋コンクリート造とする。

給水、排水その他の配管設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対

して安全上支障のない構造とすること。風圧及び地震力は 1.項の数値による。

配管設備は、建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリー

ブを設ける等有効な損傷防止の措置を講じること。地震時層間変形追従性は以下の性能以上

とする。

配管設備は、管の伸縮その他の変形により当該管に損傷のおそれがある場合において、伸縮

継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止の措置を講じること。

配管設備は、管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のための措置を講じること。

配管の変形追従性能

・給水装置

・排水装置

・換気装置

・監視制御装置

・危険物貯蔵装置

・熱源機器

・防災設備

●1/200    

●

●1/100    ・1/120

・空調機器

・火気設備

●S            ・A            ・B

垂直積雪深            （ 1.2 m ）

給湯設備

カラー亜鉛鉄板（白）ダクト

機械室､隠蔽  ●鋲＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温板＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

屋内露出     ●鋲＋保温板＋ｶﾗｰ亜鉛鉄板

屋外露出     ●鋲＋保温板＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋鉄線+ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

　「保温仕様２」とし、管径が50未満は保温厚20mm以上、50以上は125未満は25mm以上、125

　以上は30mm以上とする。

           ・100年（ 風㏿割増し 1.075倍 ）

再現期間は ・ 50年（ 風㏿割増し 1.0  倍 ）

・±1200 N/㎡     ・±      N/㎡ を下回らないこと。

区域                 ・多雪区域以外    ●多雪地域

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障の

ない構造とすること。満水時の質量が１５㎏っを超える給湯設備については、地震に対し

て安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に規定する構造

方法によること。

別表－1

機材等

改修工事 本工事は改修工事であるため、現地調査を密に行い、既存施設に悪影響が及ぼさない様に

施工すること。また、万が一既存施設に悪影響を及ぼした場合は、請負者の自己責任に

おいて㏿やかに現状復旧すること。

各書類の部数については打合により最終決定とする。

適宜

適宜

適宜

施工計画書

実施工程表

週間・月間工程表

工事打合せ記録

施工図・製作図

●

●

●

●

●

施工図に基づくポンプ揚程計算書・送風機静圧計算書

一部施工検査立合記録

工事材料検査記録

工事記録写真（日付入・カラー）

●

●

●

●

●

●   〃  ・原図

　〃　・ A3 縮小版白焼 2 つ折り製本

●

●

  〃  ・ 2 つ折り製本

　〃　・金文字 A4 版製本

　〃　・ A3 縮小版白焼 2 つ折り製本

●

●

●

●

  〃  ・ 2 つ折り製本

竣工写真（カラー）●

機械製作図

保守に関する指導案内書・機器取扱い説明書・緊急連絡先

機器性能試験成績書

官公署届出書類又は写し

備品並びに備品リスト

水質汚濁防止法に基づく特定施設設置届出書又は変更届出書

浴槽水の水質検査書（循環式浴槽の場合）

（濁度･過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量･大腸菌群･ﾚｼﾞｵﾈﾗ属菌･ｱﾝﾓﾆｱ性窒素等）

●

●

●

●

●

●

適宜

○

竣工図・図面データ（形式 ＪＷＷ及びＰＤＦ）（電子媒体 ＣＤ－Ｒ）

施工図・図面データ（形式 ＪＷＷ及びＰＤＦ）（電子媒体 ＣＤ－Ｒ）

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

適宜

  ●素地ごしらえC種の上、防錆塗装k5674 2回塗りとする。

  ●高力ボルトF10Tの上、防錆塗装k5674 2回塗りとする。

  ●防錆塗装k5674 2回塗り とする。

  ●素地ごしらえC種の上、防錆塗装k5674 2回塗りとする。

  ●高力ボルトF10Tの上、防錆塗装k5674 2回塗りとする。

  ●防錆塗装k5674 2回塗りとする。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

○

・S            ・A            ・B

●S            ・A            ・B

●S            ・A            ・B

●S            ・A            ・B

・S            ・A            ・B

●S            ・A            ・B

●S            ・A            ・B

・S            ・A            ・B

・S            ・A            ・B

・S            ・A            ・B

●

グラスウール保温材（GW） ピット内を除く部分 ●衛生管 ●給湯管 ●空調管 ●ダクト

ロックウール保温材（RW） ピット内を除く部分 ○衛生管 ○給湯管 ○空調管 ●ダクト

ポリスチレンフォーム保温材（PF）   ピット内 ●給水管

●給湯管の保温厚は「エネルギーの使用の合理化に関する法律」における簡易ポイント法の

機械室､倉庫  ●RW/GW保温筒＋鉄線+(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ)+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧原紙

天井､ＰＳ内  ●ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

床下､暗渠内  ●PF保温筒＋粘着ﾃｰﾌﾟ＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

屋外露出     ●PF保温筒＋鉄線 ＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

●給湯循環配管に設けるバルブ及びフランジにも配管と同様に保温を施すこと。

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。支持金物等

保温材

の回収

冷媒（フロン類）

　○石綿含有産業廃棄物　 ○配管用成形保温材　○フランジ用ガスケット）　の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○特別管理産業廃棄物　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

石綿含有分析調査　　○本工事　　　○別途

撤去方法　　　　　　○図示による　○

石綿含有品

書類を監督職員に提出する。

○

○

○

○ ○本工事　　○別途

　○金属類　（○機器類 　○ダクト　 ○配管　 ○その他の金属　）の処理は

　　（　○物品管理者に引き渡し　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○フロン回収行程管理表の写し

　○特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３により、次の

　○上記以外のもの（ガラス、天井材等）　　　 ○　　  　　　　）の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

○

● ● 建築材料・設備機

材

●本工事に使用する建築材料・設備機材等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等の

　ものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。なお、特記の

　されていないものについては、国土交通省監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 

　設備機材等評価名簿」（最新版）によるもの又はこれらと同等のものとする。

　ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

○冷温水タンク   鋲＋保温板＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋鉄線＋カラー鋼板

屋内露出     ●RW/GW保温筒＋鉄線+（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ）+カラー鉄板（調理室内はｽﾃﾝﾚｽ鋼板)

○温水タンク     鋲＋保温板＋鉄線＋カラー鉄板

●防凍保温厚は特記仕様書（１）保温の指示による。

撤
去
工
事

保
温
工
事

発生材の処理○

指
定
メー

カー

リ
ス
ト

書
類
関
係

ポンプ・送風機・吹出口・桝等の保守点検に必要な簡易保守工具

そ
の
他
事
項

構
造
に
関
す
る
法
適
合
確
認
事
項

  鋳鉄製の弁      65 A 以上      ライニング弁

（電気温水器、貯湯
　ユニット等）

●

本工事に適用する●

・S            ・A            ・B

設備機器等の鉄骨○

○

給湯用又はプール水の循環ポンプ廻りに使用する防振継手は、耐熱製品とする。

原則として大型のチャンバー、ボックス類には 450ｘ450 以上の点検口を取り付けのこと。

●煙導           ﾛｯｸｳｰﾙﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ＋鉄線＋カラー鉄板

○

●

（現場監督員の
指示による)

●プレート式熱交換器はジャケット式保温カバーを取り付けること。

一級建築士　  
第260191号

荻原正人

特記仕様書２ MP-003
Ａ3版　 N/㻿

Ａ 1版　 N/㻿

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　 TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　 第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・ 検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・ 群馬県 登録　 47号 管理建築士

R07. 03皆野町新・ 学校給食センター(仮称)建設工事
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良質発生土

アスファルト混合物（外構工事)

上層路盤（密粒度砕石）（外構工事)

下層路盤（切込砕石）（外構工事)

Ｈ
＋

Ｄ
＋
10

0

Ｈ

（構内車両通路舗装部分）

(凍
結

深
度
60

0以
上
)

８
０
０

mm

※但し他配管との干渉回避等の事情により、埋設深さを変更する場合は監督員にと協議をする事。

給水配管埋設深さ標準図（参考図）

10cm程度

マンホール（鍵付）

給水管

水抜管

排水口空間

底面より少し上から取出す

オーバーフロー管の断面積以上のこと

金網（防虫網 2mmメッシュ）
大気に開口している面積は

オーバーフロー管

流入口端

通気笠

通気管

吐水口空間

給水管下端

受水タンク
勾配をつける

オーバーフロー管下端

マンホールはボールタップ等の保守点検を容易に行える個所に設ける

1／100程度の勾配をつけることが望ましい

60cm以上

雨水、清掃時の洗浄水が溜まらない様に

トラップを付けて排水管へ接続する

排水口空間

金網

給水管

フレキシブルジョイント

25cm程度

（防虫網 2mmメッシュ）

10cm程度

最小   50

最小  100

排水口空間（mm）

25以下

30～50

間接排水管の管径（mm）

排水口空間

最小  150

吐水口空間

65以上

    上表に関わらず最小150mmとする。

※空気調和・衛生工学会規格：給排水設備基準
（SHASE206-2000）

注）各種の飲料用貯水タンク等の間接排水管の排水口空間は、

7dを超え

るもの

1.7d'＋5

壁からの離れ

4d以下
4dを超え

6d以下

3.0d'3.5d' 2.0d'＋5

7d以下

6dを超え

近接壁２面の場合

5dを超え

るもの

3dを超え

5d以下

壁からの離れ

近接壁１面の場合

1.7d'＋52.0d'＋5

1.7d'＋5

3.0d'

3d以下

近接壁の影響がある場合

注２） 吐水口断面が長方形の場合は長辺をdとする。
注１）d：吐水口の内径（mm）、d'：有効開口の内径（mm）

近接壁の影響がない場合

       空間を吐水口空間とする。
注４） 吐水口端面があふれ面に対し平行でない場合は、吐水口端の最下端と衛生器具・水受容器のあふれ縁との
注３） あふれ縁より少しでも高い壁がある場合は近接壁とみなし、近接壁１面、２面の場合の数値による。

※空気調和・衛生工学会規格：給排水設備基準
（SHASE206-2000）

受水槽廻り要領図

■外壁貫通ダクト■防火区画

　防火区画を貫通するダクトは建築基準法施行令112-16,113-2,114-5,S48建設省告示2565,H12建設省告示1376に準ずるものとする

水洗と衛生器具の吐水口空間確保要領図(参考図）

防火区画配管貫通部処理要領図（参考図）

　防火区画を貫通する配管は建築基準法施行令112-15,113-2,114-5,129の2の5に準ずるものとする

注5

注5

注4

注4

注5

注3）ねじ及びアンカーの径及び長さは、記載寸法以上のものを採用する事

注2）アスペクト比は、機器の幅又は奥行きの小さい方に対する機器の高さの比

注1）質量は支持構造部（据置台等）の質量と給湯設備を満水にした時の質量の総和

60kg以下

16kg～

61kg～

100kg以下

100kg以下

61kg～

8本以上

6本以上

4本以上

6本以上

4本以上

4本以上

壁掛固定部材の仕様

注3
上部固定部材の仕様（いずれか）

注3注3

注3 注3

注3注3

注3注3
底部固定部材の仕様

注1

注1

注4

注2注1

　　　　　　　 地階除く階数が13以上の建築物にあっては最上階及び最上階から数えた階数が4以内の階をいう

　　　　　　　 地階除く階数が7以上9以下の建築物にあっては最上階及び直下階

注5）上階とは、地階除く階数が2以上6以下の建築物の最上階

注4）中間階とは、地階及び上階を除く階をいう

　　　　　　　　　　　　　　　又は0.4kN/本以上のもの

M6×30(あと施工ｱﾝｶｰ)、又は0.5kN/本以上のもの

　　　　　　　　　　　　　　　又は0.2kN/本以上のもの

　　　　　　　　　　　　　　　又は0.3kN/本以上のもの

M6×30(あと施工ｱﾝｶｰ)、又は0.5kN/本以上のもの

　　　　　　　　　　　　　　　又は0.3kN/本以上のもの

M6×30(あと施工ｱﾝｶｰ)、又は0.5kN/本以上のもの

　　　　　　　　　　　　　　　又は0.2kN/本以上のもの

　　　　　　　　　　　　　　　又は0.2kN/本以上のもの

M6×30(あと施工ｱﾝｶｰ)、又は0.3kN/本以上のもの

4本以上

2本以上

2本以上

2本以上

本数

本数

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）12mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）15mm以上

M5×20(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）15mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）12mm以上

M5×20(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)

M5×20(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)

M5×20(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）25mm以上

引張耐力合計が2.0kN以上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

引張耐力合計が0.6kN以上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

引張耐力合計が0.8kN以上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

-

4本以上

1本以上

-

2本以上木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）15mm以上

1本以上

-

3本以上

4本以上

1本以上

-

2本以上

1本以上

1本以上

M10×100(Ｊ形埋込ｱﾝｶｰ)、又は9.0kN/本以上のもの

M12×50(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は5.8kN/本以上のもの

M12×50(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は5.8kN/本以上のもの

M12×50(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は5.8kN/本以上のもの

M16×60(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は8.0kN/本以上のもの

M10×40(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は3.6kN/本以上のもの

M12×50(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は5.8kN/本以上のもの

M8×35(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は2.8kN/本以上のもの

M10×40(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は3.6kN/本以上のもの

M10×40(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は3.6kN/本以上のもの

M12×50(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は5.8kN/本以上のもの

M6×30(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は2.2kN/本以上のもの

M10×40(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は3.6kN/本以上のもの

M6×30(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は2.2kN/本以上のもの

M8×35(おねじ形あと施工ｱﾝｶｰ)、又は2.8kN/本以上のもの

本数

4本以上

4本以上

4本以上

4本以上

3本以上

4本以上

3本以上

4本以上

3本以上

4本以上

3本以上

4本以上

3本以上

4本以上

3本以上

「満水時15kgを超える」全ての給湯設備に対する転倒防止措置について

表③　（告示第5の3号に該当）給湯設備の壁掛けの場合～（壁掛設置）

木ねじΦ5.5＋有効打ち込み長さ（木下地）15mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）12mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）15mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）12mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）12mm以上

木ねじΦ4.8＋有効打ち込み長さ（木下地）15mm以上

16kg～

60kg以下

部　分

屋　上

上層階

中層階

敷地の

1階

地階

質量設置階

②　（告示第5の2号に該当）給湯設備の上部を固定する場合～（据置型上部固定あり）

0.7kN/本以上のもの3本以上

ある事）

(但し、自立する構造で

ｱﾝｶｰ）又はせん断耐力が

Ｍ8×35(おねじ形あと施工

底部固定不要

0.3kN/本以上のもの3本以上

ある事）

(但し、自立する構造で

ｱﾝｶｰ）又はせん断耐力が

Ｍ8×35(おねじ形あと施工

底部固定不要

底部固定部材の仕様

地　階

1　階

部　分

屋　上

部　分

屋　上

上層階

中層階

350kg以下

61kg～

16kg～

60kg以下

敷地の

1階

地階
引張耐力合計が0.3kN以上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

350kg以下

61kg～

16kg～

60kg以下

質量設置階

上層階

中間階

5以下

5以下

6以下

600kg以下

351kg～

350kg以下

201kg～

16kg～

3.5以下

4以下

5以下600kg以下

351kg～

5以下

4以下

200kg以下

350kg以下

201kg～

16kg～

6以下

①　（告示第5の1号に該当）給湯設備の底部を固定する場合～（据置型上部固定なし）

敷地の

5以下

4以下

600kg以下

351kg～

5以下

4以下

200kg以下

350kg以下

201kg～

16kg～

6以下

4.5以下

ｱｽﾍﾟｸﾄ比質量設置階

200kg以下

（建築基準法施行令第129条の2の4第1項に基づき、建築設備の構造耐力上安全な構造方法を定める件の一部を改正する告示（平成24年1447号）の仕様規定に従い施工を行う事

本数固定の仕様

M5　ねじ 3本以上

注1

パイプシャフトに固定する場合～（表③の壁掛けの場合に含まれる）

の階

すべて

60kg以下

16kg～
1.6mm

金枠のねじ固定部の厚さ（標準）質量設置階

　準ずるものとする

※建築基準法施行令129の2の5に

離れ
壁からの

近接壁の影響がある場合近接壁の影響が無い場合

近接壁の２面の場合近接壁の１面の場合

壁からの離れ 壁からの離れ

5ｄ超3ｄ超 7ｄ超6ｄ超

1.7ｄ'+52ｄ'+5

7ｄ以下

3ｄ'3.5ｄ'

6ｄ以下5ｄ以下

1.7ｄ'+5

4ｄ超

4ｄ以下3ｄ以下

3ｄ' 2ｄ'+5

吐水口空間　寸法Ａ（HASS206-1982）

　③給水栓の接続管の内径
　②こま押え部分の内径

以下のように吐水口空間を確保する

　①吐水口の内径ｄ
ｄ'：以下の３つの内径ｄのうち最小内径を有効開口の内径ｄ'とする

近接壁の影響がある場合近接壁の影響が無い場合

1.7ｄ'+5

溢れ縁 溢れ縁

Ａ Ａ

冷水、冷温水、蒸気

給水、ガス、冷却水、消火

給水、ガス、冷却水、消火

防火区画貫通部は不燃材（ロックウール）

■防火区画（壁）

防火区画の壁

モルタル※

保温材

【保温管】

■防火区画（壁）■防火区画（壁）

■防火区画（床）

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

【一般壁】 【防火壁】

法第26条防火壁を貫通する風道に設ける防火設備、および

給水管、配電管その他の管と防火壁とのすき間を埋める材料

【冷媒管･給湯管の壁貫通部耐火措置材

（国土交通大臣認定番号）相当品】

■冷媒配管防火区画（壁・床）

【耐火二層管】

耐火二層管

外層

【耐火二層管】【保温管】

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ本体

【一般部】

モルタル

保温材

ＦＤ1.5t

鉄板厚1.5ｔ以上

モルタル

鉄板厚1.5ｔ以上

1.5t

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

モルタル※

外壁貫通部より1ｍ保温

保温材

ＦＤ

モルタル※

外壁貫通部より1ｍ保温

保温材

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

排水、空調ドレン（65以上）

耐火二層管外層

■防火区画（床）

モルタル※

防火区画の壁

排水、空調ドレン（65以上）

モルタル※

※すきまを埋める材料はﾓﾙﾀﾙの他、ﾛｯｸｳｰﾙ･耐火ﾊﾟﾃの使用も可とする。

※すきまを埋める材料はﾓﾙﾀﾙの他、ﾛｯｸｳｰﾙ･耐火ﾊﾟﾃの使用も可とする。

保温材

防火区画の壁

（熱膨張製)耐熱シール材

押さえ金具

冷媒配管

モルタル※

防火区画の壁

モルタル※

保温材

【保温管】

ロックウール

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ本体

＜保温有＞

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ本体

ＦＤ

＜保温無＞

【ダクト】
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硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

ピ　ッ　ト　内

屋 内 隠 ペ イ

屋　内　露　出

屋　内　埋　設

屋　外　埋　設

雨 水 排 水 管

ポリエチレン被覆鋼管(二層)

蓋(車両通行部）蓋(車両通行部）
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記　号

注  （イ）  深さ1,200を超える桝には、防錆処理を行った径22mmの鋼製又は径19mmの合成樹脂被覆加工を行った足

    （ハ）  側塊は、JIS A 5372（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品）とする。

            掛け金物を取り付ける。ただし、既製の側塊の足掛け金物は、製造者の標準とする。

　  （ロ）  コンクリート部は、工場製品でもよい。

    （ホ）  RC-4及びRC-5の側塊は、片面斜壁でもよい。この場合は製造者の標準とするが、

            材料・品質・試験は、JISに準じたものとする。

    （ニ）  側塊の接続部は、防水モルタル接合とする。
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アルミガラスクロスグラスウール一般配管用ステンレス鋼鋼管　　　　　　Ｓｕボイラーブロー排水

配管用ステンレス鋼鋼管　　　　　　　　ＳＵＳ３０４－ＴＰＡ（ｓｃｈ４０）

配管用ステンレス鋼鋼管　　　　　　　　ＳＵＳ３０４－ＴＰＡ（ｓｃｈ４０）

埋設部は防食テープ巻き

防食テープ巻き

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

BD

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰ屋 内 外 埋 設

屋外埋設（桝間）

ボイラー排水管

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ屋　外　埋　設

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

ポリスチレンフォーム

ピ　ッ　ト　内

ピ　ッ　ト　内

配管用ステンレス鋼鋼管　　　　　　　　ＳＵＳ３０４－ＴＰＡ（ｓｃｈ４０）

配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　　ＳＧＰ

配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　　ＳＧＰ

配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　　ＳＧＰ

配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　　ＳＧＰ

※高温排水対応 ＭＤ継手

調理系統排水管
K

配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰ

配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰ

屋 内 隠 ペ イ

屋　内　露　出
圧 縮 空 気 管A

遠心力鉄筋コンクリート管　　　　　　　ＨＰ

配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰ

鋳鉄製防護蓋（T-25）

※車両通行部は防護蓋仕様(Ｔ-25)※車両通行部は防護蓋仕様(Ｔ-25)

（本管取り出し～量水器１次側　　　　　皆野市指定管材

塗装

着色アルミガラスクロスグラスウール

ステンレス鋼板グラスウール

アルミガラスクロスグラスウール

アルミガラスクロス

着色アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

ポリスチレンフォーム

ロックウール 着色アルミガラスクロス

着色アルミガラスクロス

ステンレス鋼板

アルミガラスクロス

ステンレス鋼板

アルミガラスクロス

ステンレス鋼板

（塩ビ管：グラスウール

（塩ビ管：グラスウール

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管　　　　　　　　　ＶＰ

（還）

給　　湯　　管
（往）

屋 内 隠 ペ イ 冷媒用被覆断熱銅管（国土交通省仕様）液：保温厚8～10mm／ｶﾞｽ：保温厚20mm

冷媒用被覆断熱銅管（国土交通省仕様）液：保温厚8～10mm／ｶﾞｽ：保温厚20mm屋　内　露　出R 冷　　媒　　管

ステンレスラッキング冷媒用被覆断熱銅管（国土交通省仕様）液：保温厚8～10mm／ｶﾞｽ：保温厚20mm屋　外　露　出

屋 内 隠 ペ イ

ド　レ　ン　管 屋　内　露　出D

屋　外　露　出

屋　外　埋　設

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　　　ＳＧＰ－ＶＳ

配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰ屋 内 隠 ペ イ

塗装配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰX 屋　内　露　出消　　火　　管

配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　ＳＧＰ ステンレス鋼板グラスウール屋　外　露　出

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　　　ＳＧＰ－ＶＳ屋 内 外 埋 設

屋　内　露　出還　　水　　管SR

機 械 室 露 出

グラスウール

屋 内 隠 ペ イ グラスウール
蒸　　気　　管S

屋　内　露　出 ステンレス鋼板グラスウール

機 械 室 露 出 グラスウール

ポリエチレン被覆鋼管(一層)

屋 内 隠 ペ イ ポリエチレン被覆鋼管(一層)

ポリエチレン被覆鋼管(一層)屋　内　露　出ガ　　ス　　管G

ポリエチレン被覆鋼管(一層)屋　外　露　出

屋  外　埋　設

屋 内 隠 ペ イ
通　　気　　管

屋　内　露　出

屋　外　露　出

高　温　排　水

雑　排　水　管

屋 内 隠 ペ イ

屋　内　露　出

屋　内　埋　設

屋　外　埋　設

屋 内 隠 ペ イ
汚　　水　　管

屋　内　露　出

屋 内 外 埋 設

屋　外　埋　設 （第一桝まで）硬質ポリ塩化ビニル管　　ＶＰ

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　　Ｋ－ＨＶＡ

屋 内 隠 ペ イ グラスウール耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　　Ｋ－ＨＶＡ

屋　内　露　出 グラスウール耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　　Ｋ－ＨＶＡ

屋　外　露　出 グラスウール耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　　Ｋ－ＨＶＡ

内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　ＳＧＰ－ＶＤ敷 地 内 埋 設
給 水 引 込 管

引　込　埋　設

内面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　ＳＧＰ－ＶＢ

グラスウール内面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　ＳＧＰ－ＶＢ屋 内 隠 ペ イ

グラスウール内面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　ＳＧＰ－ＶＢ屋　内　露　出
給　　水　　管

ステンレス鋼板内面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　ＳＧＰ－ＶＢ屋　外　露　出

内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　ＳＧＰ－ＶＤ屋　内　埋　設

内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　ＳＧＰ－ＶＤ屋　外　埋　設

アルミガラスクロス）

合成樹脂製カバー）

継手：国土交通省監修の機械設備工事共通仕様書による

仕上げ保温材

保　　　温管　　　　種施 工 場 所工　　種配管凡例記号

保温・塗装及び防錆工事：国土交通省監修の共通仕様書による
管　　種　　表

塩ビ桝　防護蓋

参　考　図

　　　　　山砂の類を施し、据付ける。

　　（ホ）良質地盤の場合のインバート桝据付けは、桝の下端より100mm程度の

　　（ニ）鋳鉄製防護蓋は、台座を設け設置する。

　　（ハ）桝のふたは、特記がない場合には密閉ふたとする。

　　　　　(ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ三層管）のRS-VUとする。

　　（ロ） 立上り部は、JIS　K　6741（硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管）のVU又はJIS　K9797

　　　　　ふたの耐荷重を必要とする場合は、JSWAS　G-3（下水道用鋳鉄製防護蓋）による。

注（イ） ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝は、JSWAS　K-7（下水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製ます）とし
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立上り部

砕石(C-20) 700×700程度

台座

内蓋

１５００mm以下２００φ

小　口　径　桝 深　　　さ　(mm)

塩ビ製蓋（ミカゲ）
※車両通行部は防護蓋仕様

Ｈ

塩ビ桝　ため桝

参　考　図

塩ビ製蓋（ミカゲ）

１５００mm以下２００φ

小　口　径　桝 深　　　さ　(mm)

塩ビ製蓋（ミカゲ）
※車両通行部は防護蓋仕様

Ｈ

塩ビ製蓋（ミカゲ）

塩ビ桝　インバート桝

参　考　図
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記　号

注  （イ）  深さ1,200を超える桝には、防錆処理を行った径22mmの鋼製又は径19mmの合成樹脂被覆加工を行った足

    （ハ）  側塊は、JIS A 5372（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品）とする。

            掛け金物を取り付ける。ただし、既製の側塊の足掛け金物は、製造者の標準とする。

　  （ロ）  コンクリート部は、工場製品でもよい。

    （ホ）  SC-4及びSC-5の側塊は、片面斜壁でもよい。この場合は製造者の標準とするが、

            材料・品質・試験は、JISに準じたものとする。

    （ニ）  側塊の接続部は、防水モルタル接合とする。

参　考　図

ＲＣ－４　ため桝

ＳＢ　インバート桝

参　考　図

切込み砂利又は切込み砕石

マンホ－ル蓋（水封形）

インバ－トモルタル
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２　号

270

20

13
5R15

4250042

37
0

80

ｔ

モルタル

４　号

３　号

１　号

Ｈ

4661446

50 50

50
0

20
0

10
0

20
0

65
0

参　考　図

ＳＡ－１～３　インバート桝

切込み砂利又は切込み砕石

マンホ－ル蓋（水封形）
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参　考　図

ＳＣ４～５　インバート桝

ＭＨＤ５００φ

ＭＨＤ４００φＭＨＢ４００φ

〃

〃

ＭＨＢ５００φ

〃

〃

６１０～１２００

１００

蓋(車両通行部）蓋

側塊は､遠心力工法による鉄筋入りコンクリ－トとする

側塊の接続部は､防水モルタル接合とする

ＳＢは､側塊１号～４号の組合せとする

１００

１００

１００

ｔ

５１０～６００

４１０～５００

４００以下

Ｈ

６８０

５８０

４８０

ｈ

Ｓ　Ｂ

ＳＡ－３

ＳＡ－２

ＳＡ－１

記　号
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管理建築士一級建築士事務所・ 群馬県 登録　 47号 担当設計者総括設計者 図 面 番 号照査・ 検図訂正年月日設計年月日縮 尺図 面 名 称工 事 件 名

萩原憲一

一級建築士　 第252777号

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　 TEL (027)231-3060 代表
Ａ3版　 N/㻿

Ａ 1版　 N/㻿
MP-005管種表・ 桝参考図

荻原正人

第260191号
一級建築士　  

皆野町新・ 学校給食センター(仮称)建設工事



２．雑排水・汚水
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補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

１．ＲＣ造（梁・壁・床）

　　の貫通孔・開口部

Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

２．Ｓ､ＳＲＣ造の

　　　　はり貫通孔

備　　　考

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

３．設備機器の基礎 建築設計図に記入あるもの

屋内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない軽微なもの

機器取り付け用アンカー・架台

屋上設備架台用の基礎

４．昇降機関連 昇降路の躯体

機械室の躯体

機械室の床配管ピット・蓋

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

巻上機周囲のチェッカープレート敷

機械室の床開口

昇降路内ピット防水・集水舛・点検用タラップ

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

出入口扉・三方枠・幕板補強鉄骨

出入口扉・三方枠・幕板

昇降路がＲＣ造及びＳＲＣ造の時、軌条・中間

ビーム・ブラケット他昇降路内の鋼製部材一式

昇降路がＳ造の時の中間ビームブラケット

機械室天井フック取付

昇降路内フック取付

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

機械室換気設備

制御盤（EV機械室内または昇降路内等）から外部

インターホンまでの配管・配線工事

点検用コンセント

既存部分の仕上関係

トラフ・ピット類（ふたを含む）

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

避雷設備・同接地工事

ＡＬＣ板の壁開口・補強

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

新設する部分はA

10．その他 ２重ピット及びトレンチのマンホールふた

機器搬入用フック　ビーム

チェンブロック

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

点検口（天井・床下）

排煙口等の天井仕上材の取付け

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強

及びドアチェック、フロアヒンジ

自動扉・電動シャッターへの電源供給

電気錠への電源供給

制御盤及び付属スイッチへの配管・配線工事

９．フリｰアクセスフロア

床パネルの切り込み加工

コンセント

ファンコイルカバー８．事務室まわり

制御盤はE

身障用手すり

ユニット形衛生器具

鏡（規格寸法のみ）

洗面カウンター７．便所まわり

浴室及び便所の床排水金物

６．浴室まわり ユニットバス、シャワーユニット本体

規格外はＡ

洗面器はＭ

その他接続はE,Ｍ

フード（標準詳細図のもの）

流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台５．湯沸室まわり

換気扇

ウエザーカバー、ベントキャップ

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ４．外壁まわり

　　インサート

３．つりボルト及び 設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

位置ボックス

２．可動間仕切り 切り込み及び補強

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強１．軽鉄天井・壁下地

仕上げ関係 屋外排水設備・外構

１．雨水 屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝ふた

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

３．植栽

既存植栽一部撤去処分

浄化槽本体は本工事ピット形の躯体及び砂充てん４．ユニット形浄化槽

バッキ槽のオーバーフローレベル調整改修

５．屋外オイルタンク タンク室の躯体及び砂充てん

上記以外のオイルタンク本体・配管及び据付等

タンク本体はＥ又はＭ

自家発用はＥ

６．その他

厨房器具類への配管接続

凡　　　例

空気調和

１．電気配線配管 ２次側

１次側

空調機二次側配管及び配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

煙感知器から自動ドア連動制御盤に至る配管配線

　　　　　　　　　　　　　　　　　至る配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

工事区分表

躯体関係

貫通孔のスリーブ材及び取付け

消火器ＢＯＸ設置工事

同上用防水・マンホール・タラップ等

既製浴槽（ふたを含む）

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

項　　　　　目

制御盤（EV機械室内または昇降路内等）までの動力・照明用電源、

アース、防災信号、拡声設備（館内放送用）の配管・配線工事

○

○

○

○

電気配線配管

※項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

○

○

○

○

○

○

○

受けピース

○

西側室外機の基礎

工種

□

□

□

□新学校給食センター新築

建築

建築工事

電気

電気設備工事

給排水衛生

空気調和設備工事工事名称

Ａ Ｅ Ｍ

厨房

５．その他

11．フリーアクセスフロア内の防水堤

○

○

既存部分の躯体関係

切廻しに伴う

○土間配管、配線に伴う、既存解体及び仮復旧工事 ○

既存を撤去し
○配管、配線に伴う、既存仕上げ材の取り外し及び復旧工事 ○

取り外し及び復旧工事

既存仕上げ改修に伴う既存固定機器類の

自動扉・電動シャッターから付属のスイッチ

センサーへの配管・配線工事

○

○

その他はＭ

家具組み込みの洗面器 ○ 切り込みはＡ

○家具の蛇口取付 切り込みはＡ

○家具の排水トラップ取付

ブラインドは建築工事
○カーテンレール類取付

○

厨房器具類取付及び厨房機器類搬入据え付け

野菜下処理室３０ケ所

上記以外のユニット形浄化槽本体・配管及び据付等

既存のユニット形浄化槽本体改修

注油口内アース端子よりのアース用配管配線

○

○LANのサーバー本体の設置

パソコン本体別途防犯カメラシステム(ソフト含む)設置

電話機・主装置本体設置 ○

自家発用はＥ

厨房機器

Ｔ

○

○

○

○

○

○

○

○

6．切廻しに伴う

接続はM

カーテン及び

厨房機器類開口補強及びすきま処理仕上げ

○

○

○

○

駐車場ガソリントラップ（コンクリート造）

機械警備配管及び配線ルートの確保

○

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに

○

Ｐ

○

植栽及び客土

○

○

給排水衛生設備工事

フェンス及び目隠しは 

別途工事とする

消音フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

受水槽の基礎 ○

○
ガスバルクの基礎

○
浄化槽機械室の基礎

フェンス及び目隠しは 

別途工事とする

フェンス及び目隠しは 

別途工事とする

フェンス及び目隠しは 

別途工事とする

フェンス及び目隠しは 

別途工事とする

キュービクルの基礎

フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

目隠しフェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

厨房機器類及び配管ガードポール取付 ○

厨房機器流し台シンクのフットペダル取付
フットペダルは厨房支給品

Ａ Ｅ ＭＰ厨
房

別
途

備　　　考項　　　　　目 Ａ Ｅ ＭＰ厨
房

別
途

備　　　考項　　　　　目 Ａ Ｅ ＭＰ厨
房

別
途

備　　　考項　　　　　目 Ａ Ｅ ＭＰ厨
房

別
途

一級建築士　  
第260191号

荻原正人

二級建築士 
第12979号

成田麗未

工事区分表 MP-006
Ａ 1版　 N/㻿

Ａ3版　 N/㻿
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　 TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　 第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・ 検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・ 群馬県 登録　 47号 管理建築士

2025. 03皆野町新・ 学校給食センター(仮称)建設工事



50

GV50，VC-3
新設量水器50φ，ボックス共
新設止水栓50φ，ボックス共

以降平面図参照

先行工事にて設置したバルブに接続

一級建築士　  
第260191号

荻原正人

衛生設備 配置図 P-001
Ａ1版　 1/150

Ａ3版　 1/300
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　 TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　 第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・ 検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・ 群馬県 登録　 47号 管理建築士

R07. 03皆野町新・ 学校給食センター(仮称)建設工事

町道皆野70号線

汚

汚
建基法42条1項一号

幅員6. 26ｍ

河
川

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

道路境界線

申請 
建物2

配置図 㻿=1/300

排水処理槽

道路境界線

屋外階段

管理用

DW

UP

DW

DW

DW

DW

+75

17885. 8202

9740. 2181

9748. 5073

9779. 7486

16331. 2067

17.886

9.740

9.749

9.780

16.331

合計： 63.486

■敷地の接道長さ(ｍ）

DW

スロープ1/12 下り

下り +1000

+730

+750

+480

±0

+970

±0+10

+750

延焼のおそれのある範囲

道路中心線
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3700

1750
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00

17
50

※ＢＭ±０： ベンチマーク（ 北側道路）

   (Z0=BM+100)

※敷地内の数字䛿BMからの高さを示す。

敷地の範囲

凡例

新築建物を示す

N

□案内図

文

皆野小

・  

文

皆野中

親鼻駅

皆野駅

皆野町役場

滝
の

入
沢

川

荒
川

町道皆野70号線

町道皆野1号線

両
神

荒
川

線

（
県

道
37号

）

主
要

地
方

道
皆

野

至 下野田

至
 秩

父
市

至
 小

鹿
野

町

至
 神

川
町

44

44

皆野病院

建設地

敷地内通路（ W=1500)を示す

申　 請　 場　 所

用　 途　 地　 域

防火・ 準防火の有無

敷　 地　 面　 積

延　 べ　 面　 積

建　 ぺ　 い　 率　

容　 積　 率

計　 画　 概　 要　

都市計画区内　 準工業地域

無指定

埼玉県秩父郡皆野町大字皆野字新井2076-4、 2076-5

主　 要　 用　 途 工場　 （ 学校給食センター） 　 　 区分 08340

2, 404. 65 ｍ2

建　 築　 面　 積

40. 26％

39. 94％

建物棟別概要

（ 容積率算定からの除外部分）

申 
請

申 
請

968. 11ｍ2

1001. 34ｍ2

建物名称 種別 構造 階数
最高 
軒高さ 最高高さ 建築面積 延べ面積

耐火 
・ 準耐火

学校給食 
センター

新築 2階建て 8. 250ｍ 929. 71㎡ 962. 94㎡7. 881ｍ ロ準耐二㻿造

プロパン庫 新築 平屋建て 2. 260ｍ 9. 72㎡ 9. 72㎡2. 230ｍ その他ﾌ゚ ﾚﾊﾌ゙ 造

駐輪場 新築 平屋建て 2. 423ｍ 5. 39㎡ 5. 39㎡1. 900ｍ その他
ｱﾙﾐﾆｳﾑ 
合金造

排水処理槽 
機械室

新築 平屋建て 3. 405ｍ 17. 82㎡ 17. 82㎡3. 380ｍ その他RC造

ゴミ 物置(南) 新築 平屋建て 2. 659ｍ 3. 47㎡ 3. 47㎡2. 659ｍ その他

4号特例 
の有無※1

有

有

有

有

無

※1： 建築基準法第6条の4 第1項三号　 小規模建築物の一部の規定の審査・ 検査の省略

建物の合計： 968. 11㎡ 1001. 34㎡

申請No.

1

2

3

4

6

ゴミ 物置(北) 
※2

新築 平屋建て 2. 047ｍ 2. 00㎡ 2. 00㎡2. 047ｍ その他 有

5

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 
合金造

※2： メッシュ芯が奥行き1ｍを超えるため、 建築物として面積を算入する

ﾌ゚ ﾚﾊﾌ゙ 造

西側屋根（ 車庫)35. 67㎡+駐輪場5. 39=41. 06㎡

1001. 34-41. 06=960. 28㎡ /2, 404. 65=39. 94％
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M

M

M

M

申請建物1（ 学校給食センター）

1FL=Z0+900=Z1±0

1階： 879. 88㎡

2階：   83. 06㎡

軒高： 7. 881ｍ　 　 最高高さ： 8. 250ｍ

申請建物5

申請 
建物6

申請 
建物4

申請建物3

±0

+100

+100

+100

+10

+50

+100

+75

+150

+200

-100

-40

-40

+100

+50

+50

+100

+50

+50

±0

+100

+100

+100

+250

+100

+100

±0

+250 +250 +250+70

+910

+910

+2250

+150

+590

+500

-110

±0

+50

+370

+420

-4000

+80

+910

+270

-4200

N

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域

道路境界線より

(既存） 重力擁壁 
　 　 　 　 -公共物 

構造： RC造 
高さ： 2ｍ

〔 新設〕 門扉壁 

　 構造： RC造 
　 高さ： 1. 5ｍ

〔 新設〕 フェンス 

　 構造： ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ（ 布基礎）  
　 　 　 　 亜鉛･ｱﾙﾐ･ﾏｸ゙ ﾈｼｳﾑ合金めっき 
　 高さ： 1. 5ｍ

〔 新設〕 門扉壁 

　 構造： RC造 
　 高さ： 1. 5ｍ

〔 新設〕 フェンス 

　 構造： ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ（ 布基礎）  
　 　 　 　 亜鉛･ｱﾙﾐ･ﾏｸ゙ ﾈｼｳﾑ合金めっき 
　 高さ： 1. 8ｍ

町道皆野1号線

建基法42条1項一号
幅員8. 03ｍ

道路境界線より

1
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1
2
.
0
0
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7

滝
の

入
沢

川

滝
の

入
沢

川



汚水桝リスト ※桝の深さは、参考とする。 雨水桝リスト ※桝の深さは、参考とする。

記号 名称

桝仕様 管底（㎜） 桝深さ（㎜）

桝間距離（ｍ）
地盤高さ（㎜）

蓋仕様 備考 記号 名称

桝仕様 管底（㎜） 桝深さ（㎜）

桝間距離（ｍ）
地盤高さ（㎜）

蓋仕様 備考
管径 桝径 形式

（1/150勾配） 桝管底
管径 桝径 形式

（1/150勾配） 桝管底

（基準GＬ-） （地盤GＬ-）　 (基準GL±) （基準GＬ-） （地盤GＬ-）　 (基準GL±)

1 インバート桝 150 200 90L 500 500 － 0 鋳鉄製(T-8) 樹脂桝 1 ため桝 150 200 600 600 － 0 鋳鉄格子製(T-14) 樹脂桝

2 インバート桝 150 200 90Y 540 540 3.3 0 鋳鉄製(T-8) 樹脂桝

3 インバート桝 150 200 90Y 610 610 8.1 0 鋳鉄製(T-8) 樹脂桝 2 ため桝 150 200 600 600 － 0 鋳鉄格子製(T-8) 樹脂桝

4 インバート桝 150 200 90Y 670 670 6.3 0 鋳鉄製(T-8) 樹脂桝

5 インバート桝 150 200 90Y 730 730 6.2 0 鋳鉄製(T-8) 樹脂桝

6 インバート桝 150 200 90Y 770 770 4.3 0 鋳鉄製(T-8) 樹脂桝

7 インバート桝 150 200 90L 840 840 7.9 0 鋳鉄製(T-14) 樹脂桝

8 インバート桝 150 500 860 860 0.5 0 MHD-500 SB

9 インバート桝 150 500 940 940 9.8 0 MHD-500 SB

10 インバート桝 150 500 990 990 5.5 0 MHD-500 SB

排水処理槽 1010 1,010 1.0 0 

11 インバート桝 100 200 90L 500 500 － 0 鋳鉄製(T-14) 樹脂桝

12 インバート桝 100 200 90L 550 550 5.8 0 鋳鉄製(T-14) 樹脂桝

13 インバート桝 100 200 90Y 570 570 0.9 0 鋳鉄製(T-14) 樹脂桝

14 インバート桝 100 200 90Y 600 600 1.8 0 鋳鉄製(T-14) 樹脂桝

15 インバート桝 100 200 ST 640 640 4.0 0 鋳鉄製(T-14) 樹脂桝

下水道 690 690 4.6 0 

16 インバート桝 150 400 500 500 － 0 MHB-400 SA-3

17 インバート桝 150 400 590 590 11.5 0 MHB-400 SA-3

18 インバート桝 150 500 680 680 11.9 0 MHB-500 SB

8 インバート桝 150 500 770 770 11.9 0 MHD-500 SB

一級建築士　  
第260191号

荻原正人

衛生設備 桝リスト P-002
Ａ 1版　 N/㻿

Ａ3版　 N/㻿
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　 TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　 第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・ 検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・ 群馬県 登録　 47号 管理建築士
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衛生機器表

記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台数 設置場所
φ V kW (W)

WHG-200 ガス給湯器 型　　式 屋外壁掛設置型　50号　４台連結　片側設置　ＬＰＧ仕様 凍結防止ﾋｰﾀｰ作動時 1 100 (1508) 1set 屋外

＋即出湯ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 能　　力 367.6 kW

燃料消費量 26.24 kg/h

付 属 品 リモコン、リモコンコード、マルチ配管カバー、マルチ架台、マルチ配管セット

システムコントローラー、他標準付属品一式

WHG-250 ガス給湯器 型　　式 屋外壁掛設置型　50号　５台連結　片側設置　ＬＰＧ仕様 凍結防止ﾋｰﾀｰ作動時 1 100 (1836) 1set 屋外

＋即出湯ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 能　　力 459.5 kW

燃料消費量 32.8 kg/h

付 属 品 リモコン、リモコンコード、マルチ配管カバー、マルチ架台、マルチ配管セット

システムコントローラー、他標準付属品一式

WHG-300 ガス給湯器 型　　式 屋外壁掛設置型　50号　６台連結　片側設置　ＬＰＧ仕様 凍結防止ﾋｰﾀｰ作動時 1 100 (2164) 1set 屋外

＋即出湯ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 能　　力 551.4 kW

燃料消費量 39.36 kg/h

付 属 品 リモコン、リモコンコード、マルチ配管カバー、マルチ架台、マルチ配管セット

システムコントローラー、他標準付属品一式

ASW-1 エアシャワー 集塵要素 ＨＥＰＡフィルタ 1 調理室前室

集塵効率 0.3μｍ粒子にて99.99％以上

循環風量 16　m3/min±20％ 3 200 630W±20％

風　　㏿ 25　m/s±20％

ノズル数 フラッタージェットノズル　16個

ド　　ア シートシャッター，半透明シート（オレンジ）

最大外形 1200W×1200D×2242H

製品質量 470kg

衛生器具表

器　　具　　名　　称 形　　　　式 仕　　　　様　　　　・　　　　付　　　　属　　　　品　　　　形　　　　式 合　計

1階

備　　　　考
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Ｗ
Ｃ
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Ｃ
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準
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計
量
食
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屋
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コンパクトオストメイトパック UAS81RDB2NW タンク式　電気温水器 1φ100V　600W 他付属品一式 1 1 

洗面器 L270C 自動水栓一体形電気温水器　3L 1φ100V　600W 他付属品一式 5 1 1 1 1 1 

化粧鏡 YMK52K 480×1100 他付属品一式 1 1 

Ｌ型手すり T112CL11 樹脂被覆タイプ　φ３４ 他付属品一式 1 1 

棚付二連紙巻器 YH702 他付属品一式 4 1 1 1 1 

ベビーシート YKA24S 他付属品一式 1 1 

背もたれ EWC283CR ハードタイプ 他付属品一式 1 1 

跳ね上げ式手すり T112HK7 樹脂被覆タイプ　φ３４ 他付属品一式 1 1 

車椅子対応便器 CFS497BPC　TCF5841AUP フラッシュタンク式　温水洗浄便座（便蓋無し，金属ベースプレート仕様） 1φ100V　1260W 他付属品一式 1 1 

手洗器 LSE570APS 埋込洗面器　自動水栓　電気温水器 1φ100V　505W 他付属品一式 3 1 1 1 

洋風便器 CFS498BCK　TCF5831AU フラッシュタンク式　温水洗浄便座（オート開閉，オート洗浄） 1φ100V　1262W 他付属品一式 3 1 1 1 

化粧鏡 YM3560A 350×600 他付属品一式 24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 

化粧鏡 YMK11K3 200×800 他付属品一式 21 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 

洗面器 L210C 自動混合水栓　TLE28SS1A　壁排水 1φ100V　0.6W 他付属品一式 20 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 

首長自在水栓 特注品  首長:220mm レバーハンドル(水用) 210mm 右開き 他付属品一式 40 3 6 9 10 2 2 1 5 1 1 

首長自在水栓 特注品  首長:220mm レバーハンドル(湯用) 210mm 左開き 他付属品一式 40 3 6 9 10 2 2 1 5 1 1 

シャワーセット TBV03414Z1 節水シャワーヘッド　２．０ｍシャワーホース　寒冷地仕様 他付属品一式 3 1 1 1 

清掃用水栓 T200ESNR13 横水栓 他付属品一式 3 1 1 1 

単水栓 T28AUH20 カップリング付　20mm 他付属品一式 2 2 

散水栓 T28UNH13 B3BSK 他付属品一式 3 3 

ミニキッチン 建築工事 (1) (1)

洗濯機パン PWP640N2W 縦引きトラップ 他付属品一式 3 3 

サーモスタット混合水栓 TW40S 混合水栓　緊急止水弁付 他付属品一式 7 3 4 

ペーパータオルホルダー YKT300MN ステンレス製　300枚収納 他付属品一式 29 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 4 

ペーパータオルホルダー YKT100R 樹脂製　300枚収納 他付属品一式 4 1 1 1 1 

不凍水栓柱 D-A-2013120BR 他付属品一式 3 3 

研ぎ出し流し 600-H型 他付属品一式 3 3 

横水栓 T28AUNH13 ホース接続形　カップリング付 他付属品一式 3 3 

自動水栓 TLE26SM2A 台付混合水栓　グースネック 1φ100V　0.6W 他付属品一式 8 2 2 4 

自動ディスペンサー UD-600A-W 手指消毒液600ml　トレーF型G　ACアダプター　600mlカートリッジボトル　スプレー用 1φ100V 他付属品一式 28 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 4 

自動ディスペンサー UD-600S-W 石鹸液600ml　トレーF型G　ACアダプター　600mlカートリッジボトル　フォーム用 1φ100V 他付属品一式 28 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 4 

SUS製流し台 建築工事 排水トラップ共 (4) (1) (1) (2)

一級建築士　  
第260191号

荻原正人
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【注記】

※　屋外露出の給水・給湯配管は凍結防止ヒーǿー巻きとする。

（マルチ給湯器架台カバー内も凍結防止ヒーǿー巻きとする）

※　特記なき給水・給湯・ガス配管はピット内配管とする。
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本工事別途工事

流 入
3流入水量（ m /日）

流入水質（ mg/L）
29

BOD

㻿 㻿

800

600

n-Hex

pH

150

5. 0 ~ 9. 0

水温 35℃以下

本工事別途工事

放 流
3放流水量（ m /日）

放流水質（ mg/L）
29

BOD

㻿 㻿

600

600

n-Hex

pH

30

5. 0 ~ 9. 0

散水栓

処
理

槽
周

辺給水

撹拌装置

▼H。 WL

▼L。 WL

Ｐ Ｐ

原水ポンプ槽

▼L。 WL

▼H。 WL

散気装置

調整担体流動槽

▼L。 WL

▼H。 WL

散気装置

調整担体流動槽 放流ポンプ槽

▼L。 WL

▼H。 WL

撹拌装置 放流ポンプ

Ｐ Ｐ

B

ばっ気ブロワ

B

Ｐ

消泡ポンプ

消
泡

水

消
泡

水

▼WL

撹拌装置

培養槽電動弁

培養槽

フローシート

原水ポンプ

散気装置

QMスクリーン

▼WL

撹拌装置

スクリーン槽

▼M。 WL ▼M。 WL

ＰI

▼M。 WL

MV

㻿
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P

土中埋設
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V
P

V
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V
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VP
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V
P

V
P

V
P

V
P

V
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V
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V
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VU

凡例

ボール弁

記 号 名 称

逆止弁: スイング型

リニアコック

ボール弁： ユニオンソケット 型

フレキシブルジョ イント

ユニオン継手

F㻿

F㻿

VP VP
V
P

V
P

V
P

V
P

V
P

V
P

V
P

V
P

V
P

V
P

VP

F

流量計

油脂分離槽

▼WL ▼WL

VU

ばっ気ブロワ

放流ポンプ

使 用 機 器

名    称

設 計 条 件

処 理 対 象 排 水
計 画 排 水 量 50A ×2. 44m/分 × 0. 035MPa × 2. 2kW

50φ × 0. 20m/分 × 5. 0m × 0. 4W

数量

2

3

仕      様給食センター排水
(200V)

(200V2P)2

流量計 50A1

フロート スイッチ 原水ポンプ槽×3　 放流ポンプ槽×3

空気配管（ 機械室内）

汚水配管

配管材料

青銅製・ アルミ 製・ 鋳鉄製

配管・ 電気設備工事仕様

空気配管（ 槽内）
ポンプ配管

支持金物

ボルト ナット

弁　 機械室内（ エア管）

給・ 排気配管

配管用炭素鋼鋼管（ 㻿GP+OP塗装）

硬質塩化ビニル管（ 75φ以下VP、 100φ以上VU）
硬質塩化ビニル管（ VU）

600V架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル（ CV）

弁　 機械室内（ 汚水管） PVC製

弁　 槽内（ エア管）

弁　 槽内（ 汚水管） PVC製

PVC製

弁　 ポンプチャッキ PVC製

電線（ 動力）

電線（ 制御）
制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル（ CVV）

電線管

硬質塩化ビニル製防水型プルボックスプルボックス

配管管継ぎ手䛿各種管継ぎ手仕様に準拠する。
ポンプ圧送配管䛿T㻿継ぎ手とする。
その他移流管䛿DV継ぎ手とする。

㻿U㻿製

培養槽電動弁 40A1

3

硬質塩化ビニル管（ VP）

静電しゃへい付制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル（ CVV-㻿）

原水ポンプ 50φ × 0. 30m/分 × 5. 0m × 0. 75kW2 3 (200V4P)
硬質塩化ビニル管（ VP）

槽内ケーブル、 フロート スイッチ支持䛿引き留め碍子を使用し、 金物䛿㻿U㻿製とする。

槽内: 㻿U㻿製、 槽外: 㻿㻿製亜鉛メッキ

合成樹脂製可とう管（ PF）

工事範囲区分

 RC製BOX 

有電圧・ 無電圧一括警報端子各1点䛿制御盤に含む

放流管工事

一次側電力引込・ 接地工事

二次側電気設備工事

警報引込工事

本工事

機械室築造工事

躯体据付用レッカー

機器・ 装置設備工事

配管設備工事

躯体工事

土木工事

仮設工事

項　 　 目 別途工事 備　 　 　 　 　 考

試運転調整 機器類動作確認

200Ｖ

流入管工事

水槽上部アスファルト 仕上工事

図示取り合い点まで

進入路造成・ 復旧 敷鉄板共

山留工事

維持管理用散水栓 処理槽付近に設置のこと

機械室換気設備工事

開口蓋据付工事

図示取り合い点まで

臭突管工事

グラスウール・ 電灯照明・ コンセント 共

機械室機械基礎工事

排水処理設備特記仕様書

※ 処理槽付近に散水栓を設置する事。 （ 別途工事）

※ 臭突管䛿、 出口まで必ず上り勾配とし、 逆鳥居配管䛿避けること。

※ 臭突管の吐出口に䛿、 目詰まりの原因となる防虫網等の設置䛿避けること。

水槽ベースコンクリート 工事

水槽上部スラブコンクリート 工事

注　 記

 上部荷重（ 5000K） 、 鋳鉄製・ 黒塗装 

排 出 時 間 時間6
m3/日29

構       造
処 理 方 式

RCﾕﾆｯﾄ型財団法人日本建築ｾﾝﾀー 耐久性評価取得BCJ-D069

800 mg/Ｌ
流入水質

㻿        㻿
B   O   D

項   目 放流水質 除去率
25. 0

担体流動ばっ気方式

600 mg/Ｌ
150 mg/Ｌ 30 mg/Ｌn-Hex 80. 0

600 mg/Ｌ
600 mg/Ｌ

5. 0~9. 0ｐ H
15℃以上35℃以下水温

　 -
　 -

5. 0~9. 0
　 -

　 -

消泡ポンプ 50φ × 0. 20m/分 × 5. 0m × 0. 4W3 (200V2P)1

6

圧力計 1

QMスクリーン 1

脱臭装置 1

ミ スト セパレーター

脱臭装置

臭
気

排気

ドレン

各槽より

脱臭ファン

VU

V
U

V
P

V
P

V
P

VP

機械室

3活性炭方式　 5m/分 

VU

脱臭ファン 1 5m/分×0. 7kw3

空気配管（ 土中埋設） 耐熱性硬質塩化ビニル管（ HTVP）

工事用電気・ 水道

圧力計

脱臭装置接続まで本工事

(200V)

換気扇、 屋外フード、 消音ボックス共

槽内防食工事
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丸蓋 φ600 8組

角蓋 1000×2075 1組

※ 開口蓋䛿全てボルト ロック式とする。

※ 上部荷重 5000Kとする。 　

※ 角蓋・ 丸蓋： 鋳鉄製・ 黒塗装

注記）

※ かさ上げ調整高䛿0～50mmとする
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開口補強筋詳細

D16
D16

1. スラブ開口によって切られた鉄筋と

　 同量の鉄筋で周囲を補強し、 隅角部に

　 斜め方向に2-D16( ｌ ＝2L)シングルを

　 上下筋の内側に配筋する。

2. スラブ開口の最大径が両方向の

　 鉄筋間隔以下で、 鉄筋を緩やかに

　 曲げることにより、 開口部を避けて

　 配筋できる場合䛿、 補強を省略する

　 ことができる。

※公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編）

　 　 令和4年度版　 P. 586より
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NO ウォール（ t）スラブ（ t）

RCユニット
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5. 38
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3. 78
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1. 53
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底版（ t）

6. 45

5. 26

4. 12

3. 67
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5. 96
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3. 43

3. 17

2. 76

1. 54
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ベース下配筋平面図 １ ／５ ０

開口位置図  １／５ ０

スラブ配筋平面図 １ ／５０

ベース上配筋平面図 １ ／５ ０断面図 １／５０

FC=21N/mmコンクリート

鉄筋

（ 㻿D295）

D16

２

使用材料

かぶり厚さ䛿70とする。

特記事項

▼GL

ベースコンクリート
FC=21N/mm２

D16＠200

主筋・ 配力筋共

D16＠250

主筋・ 配力筋共

主筋・ 配力筋共
D16@250W

スラブコンクリート

アスファルト 50mm

FC=21N/mm2
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脱臭ファン

8
M

圧力計Ｐ

2
M

1
M

動力200V 一次側引込

（接続は別途工事）
接地、警報

制御盤

脱臭装置

ばっ気ブロワ

150φ

2005200

5600

（別途工事）

給気消音BOX

（別途工事）

（別途工事）

排気消音BOX

屋外フード

換気扇（別途工事）

（別途工事）

屋外フード

20
0

20
0

ｹー ﾌ゙ ﾙ負荷名称負荷記号 電線管容量

制御盤～機械室　 配線表

M1

M2 sq-4cCE

sq-4cCE2. 2kw 2. 0ばっ気ブロワ

ばっ気ブロワ

M8 脱臭ファン 220. 7kw sq-4cCE PF2. 0

ｹー ﾌ゙ ﾙ負荷名称負荷記号 容量

制御盤～水槽内　 配線表

M3 原水ポンプ
sq-4cCE原水ポンプ

sq-4cCE

221. 25CEE sq-4c原水ポンプ槽　 フロート スイッチF㻿11～13 PF
M4

M5

放流ポンプ sq-4cCE

放流ポンプ槽　 フロート スイッチF㻿21～23 221. 25CEE sq-4c PF

0. 75kw

0. 75kw
2. 0

2. 0

M6 sq-4cCE 2. 0

2. 0
放流ポンプ

22PFMV 培養槽電動弁 1. 25CEE sq-6c

28PF

脱臭ファン異常信号 22sq-2cCEE PF1. 25

F 流量計 専用ケーブル 22PF

22PF専用ケーブル

0. 4kw

0. 4kw

22PFP 圧力計

M7

sq-4cCE 2. 0消泡ポンプ 0. 4kw

1. 25CEE-㻿 sq-3c

2. 2kw 2. 0 22PF

22PF

電線管

28PF

動力配線図  １ ／５０機械室スペース図

M
3

F㻿11～13
原水ポンプ槽フロート

22PF

M
4

F

MV

M
5
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M
7

原水ポンプ
No. 1
No. 2

制御盤より

露出配管

埋設配管

プルボックス 防水型

コンクリート 埋設配管

注　 記

・ 動力一次側引込み　 別途工事

・ ア－ス接地・ 警報取出し　 別途工事

No. 1

No. 2

No. 1

No. 2

No. 1

No. 2

放流ポンプ
No. 1
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消泡ポンプ

F㻿21～23
放流ポンプ槽フロート

培養槽電動弁

流量計
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空調機器表 空調機器表

記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台　数 設置場所 備考（参考型番） 記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台　数 設置場所 備考（参考型番）
φ V kW (W) φ V kW (W)

ACP-1 ビル用マルチエアコン 形　　式 床置型 圧縮機 3 200 12.9+13.3 1 屋上 RXYA950A ACP-2 ビル用マルチエアコン 形　　式 床置型 圧縮機 3 200 12.9+13.3 1 屋上 RXYA950A

室外ユニット 冷房能力 95.0 kW 冷房時定格消費電力 3 200 27.5 φ15.9/φ31.8 室外ユニット 冷房能力 95.0 kW 冷房時定格消費電力 3 200 27.5 φ15.9/φ31.8

暖房能力 106.0 kW 暖房時定格消費電力 3 200 29.7 質量334+272kg 暖房能力 106.0 kW 暖房時定格消費電力 3 200 29.7 質量334+272kg

付 属 品 防振架台 ファン 3 200 (0.67x2)(0.66x2) R32:7.2+6.2kg 付 属 品 防振架台 ファン 3 200 (0.67x2)(0.66x2) R32:7.2+6.2kg

ACP-1-1 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 4方向吹出 1 玄関ホール FXYFA45AA ACP-2-1 ビル用マルチエアコン 形　　式 厨房用エアコン

室内ユニット 冷房能力 4.5 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (41.0) φ6.4/φ12.7 室内ユニット 冷房能力 14.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (218.0) 5 調理室 FXYTA140AA

暖房能力 5.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (37.0) 質量29kg 暖房能力 14.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (218.0) φ9.5/φ15.9

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (46.0) 付 属 品 オイルガードフィルター リモコン ファン 1 200 (130.0) 質量60kg

ACP-1-2 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 4方向吹出 3 事務室,準備室1,肉魚下処理室 FXYFA71AA

室内ユニット 冷房能力 7.1 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (72.0) φ9.5/φ15.9 ACP-3 ビル用マルチエアコン 形　　式 床置型 圧縮機 3 200 20.5+12.9 1 屋上 RXYA1120A

暖房能力 8.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (68.0) 質量28.5kg 室外ユニット 冷房能力 112.0 kW 冷房時定格消費電力 3 200 35.3 φ15.9/φ31.8

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (53.0) 暖房能力 125.0 kW 暖房時定格消費電力 3 200 37.8 質量335+334kg

付 属 品 防振架台 ファン 3 200 (0.88x2)(0.67x2) R32:7.5+7.2kg

ACP-1-3 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 4方向吹出 1 野菜下処理室 FXYFA90AA

室内ユニット 冷房能力 9.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (128.0) φ9.5/φ15.9 ACP-3-1 ビル用マルチエアコン 形　　式 厨房用エアコン

暖房能力 10.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (110.0) 質量31.5kg 室内ユニット 冷房能力 8.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (127.0) 1 和え物室 FXYTA80AA

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (106.0) 暖房能力 8.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (117.0) φ9.5/φ15.9

付 属 品 オイルガードフィルター　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (60.0) 質量48kg

ACP-1-4 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 2方向吹出 1 計量食品庫 FXYCA36AA

室内ユニット 冷房能力 3.6 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (39.0) φ6.4/φ12.7 ACP-3-2 ビル用マルチエアコン 形　　式 厨房用エアコン

暖房能力 4.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (35.0) 質量30kg 室内ユニット 冷房能力 14.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (218.0) 5 調理室 FXYTA140AA

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (46.0) 暖房能力 14.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (218.0) φ9.5/φ15.9

付 属 品 オイルガードフィルター リモコン ファン 1 200 (130.0) 質量60kg

ACP-1-5 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 2方向吹出 2 廊下 FXYCA45AA

室内ユニット 冷房能力 4.5 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (41.0) φ6.4/φ12.7 ACP-3-3 ビル用マルチエアコン 形　　式 厨房用エアコン

暖房能力 5.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (37.0) 質量30kg 室内ユニット 冷房能力 8.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (127.0) 1 アレルギー食調理室 FXYTA80AA

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (46.0) 暖房能力 8.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (117.0) φ9.5/φ15.9

付 属 品 オイルガードフィルター　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (60.0) 質量48kg

ACP-1-6 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 2方向吹出 2 検収室 FXYCA71AA

室内ユニット 冷房能力 7.1 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (63.0) φ9.5/φ15.9

暖房能力 8.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (64.0) 質量37kg ACP-4 ビル用マルチエアコン 形　　式 床置型 圧縮機 3 200 20.2+13.1 1 屋上 RXYA1060A

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (106.0) 室外ユニット 冷房能力 106.0 kW 冷房時定格消費電力 3 200 32.9 φ15.9/φ31.8

暖房能力 118.0 kW 暖房時定格消費電力 3 200 37.7 質量335+272kg

ACP-1-7 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 1方向吹出 2 前室1,洗濯乾燥室 FXYKA22AA 付 属 品 防振架台 ファン 3 200 (0.88x2)(0.66x2) R32:7.5+6.2kg

室内ユニット 冷房能力 2.2 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (38.0) φ6.4/φ12.7

暖房能力 2.5 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (38.0) 質量24.5kg ACP-4-1 ビル用マルチエアコン 形　　式 厨房用エアコン

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (78.0) 室内ユニット 冷房能力 8.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (127.0) 7 洗浄室,コンテナプール FXYTA80AA

暖房能力 8.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (117.0) φ9.5/φ15.9

ACP-1-8 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 1方向吹出 4 調理室前室,荷受室1 FXYKA28AA 付 属 品 オイルガードフィルター　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (60.0) 質量48kg

室内ユニット 冷房能力 2.8 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (54.0) 泥落とし室,荷受室2 φ6.4/φ12.7 ※検知器・警報器・遮断装置は、洗浄室（４台）のみ設置

暖房能力 3.2 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (54.0) 質量24.5kg ACP-4-2 ビル用マルチエアコン 形　　式 厨房用エアコン

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (78.0) 室内ユニット 冷房能力 14.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (218.0) 1 コンテナプール FXYTA140AA

暖房能力 14.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (218.0) φ9.5/φ15.9

ACP-1-9 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 1方向吹出 1 米庫 FXYKA36AA 付 属 品 オイルガードフィルター リモコン ファン 1 200 (130.0) 質量60kg

室内ユニット 冷房能力 3.6 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (59.0) φ6.4/φ12.7

暖房能力 4.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (59.0) 質量24.5kg ACP-4-3 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 2方向吹出

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (78.0) 室内ユニット 冷房能力 5.6 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (59.0) 1 準備室2 FXYCA56AA

暖房能力 6.3 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (56.0) φ6.4/φ12.7

ACP-1-10 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 4方向吹出 1 職員休憩室 FXYFA90AA 付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (46.0) 質量34kg

室内ユニット 冷房能力 9.0 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (128.0) φ9.5/φ15.9

暖房能力 10.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (110.0) 質量31.5kg ACP-4-4 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 2方向吹出

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (78.0) 室内ユニット 冷房能力 3.6 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (39.0) 1 配送前室 FXYCA36AA

暖房能力 4.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (35.0) φ6.4/φ12.7

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (46.0) 質量30kg

ACP-4-5 ビル用マルチエアコン 形　　式 天井カセット型 2方向吹出

室内ユニット 冷房能力 4.5 kW 冷房時定格消費電力 1 200 (41.0) 1 回収前室 FXYCA45AA

暖房能力 5.0 kW 暖房時定格消費電力 1 200 (37.0) φ6.4/φ12.7

付 属 品 化粧パネル（センシング）　リモコン　検知器　警報器　遮断装置 ファン 1 200 (46.0) 質量34kg

SR-1 集中リモコン 形　　式 インテリジェントタッチコントローラー 1 事務室 DCL401B1

64グループ128台　スケジュール制御
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記号 ガス管 液管
A 9.5φ 6.4φ
B 12.7φ 6.4φ
C 15.9φ 9.5φ
D 19.1φ 9.5φ
E 22.2φ 9.5φ
F 25.4φ 9.5φ
G 25.4φ 12.7φ
H 28.6φ 12.7φ
I 28.6φ 15.9φ
J 31.8φ 15.9φ
K 31.8φ 19.1φ
L 38.1φ 19.1φ
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※　防火区画貫通部は鋼管にて処理のこと。

※　立上げ引下げ部分はＰＦ管にて保護のこと。

配線凡例

ﾘﾓｺﾝＲ

ﾘﾓｺﾝ配線

渡り配線

EM-CEE 1.25sq-2C

EM-CEE 1.25sq-2C （冷媒管巻込）

（ｺﾛｶﾞｼ）

集中ﾘﾓｺﾝＳＲ

※　屋内露出立上げ引下げ部分はMM1Aにて保護のこと。
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※　防火区画貫通部は鋼管にて処理のこと。

※　立上げ引下げ部分はＰＦ管にて保護のこと。

配線凡例

ﾘﾓｺﾝＲ

ﾘﾓｺﾝ配線

渡り配線

EM-CEE 1.25sq-2C

EM-CEE 1.25sq-2C （冷媒管巻込）

（ｺﾛｶﾞｼ）

集中ﾘﾓｺﾝＳＲ

※　屋内露出立上げ引下げ部分はMM1Aにて保護のこと。
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換気機器表 換気機器表

記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台　数 設置場所 備考（参考型番） 記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台　数 設置場所 備考（参考型番）
φ V kW (W) φ V kW (W)

EF-1 排風機 形　　式 厨房用　床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 3.70 1 小屋裏　機器置場 3　1/2　SRMO4 SF-1 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 3.70 1 小屋裏　機器置場 3　1/2　SRM4

＃3 1/2 x13000m3/h x300Pa 調理室① SF-1と連動 ＃3 1/2 x13000m3/h x300Pa 調理室① EF-1と連動

付 属 品 防振架台 188kg 付 属 品 防振架台 163kg

EF-2 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 3.70 1 小屋裏　機器置場 3　SRM4 SF-2 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 3.70 1 小屋裏　機器置場 3　SRM4

＃3 x11200m3/h x300Pa 洗浄室 SF-2と連動 ＃3 x11200m3/h x300Pa 洗浄室 EF-2と連動

付 属 品 防振架台 128kg 付 属 品 防振架台 128kg

EF-3 排風機 形　　式 厨房用　床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 2.20 1 小屋裏　機器置場 2　1/2　SRMO4 SF-3 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 2.20 1 小屋裏　機器置場 2　1/2　SRM4

＃2 1/2 x6050m3/h x300Pa 調理室④⑤ SF-3と連動 ＃2 1/2 x6050m3/h x300Pa 調理室④⑤ EF-3と連動

付 属 品 防振架台 96kg 付 属 品 防振架台 86kg

EF-4 排風機 形　　式 厨房用　床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 1.50 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRMO4 SF-4 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 1.50 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRM4

＃1 1/2x3000m3/h x300Pa 調理室② SF-4と連動 ＃1 1/2x3000m3/h x300Pa 調理室② EF-4と連動

付 属 品 防振架台 52kg 付 属 品 防振架台 45kg

EF-5 排風機 形　　式 厨房用　床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.75 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRMO4 SF-5 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.75 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRM4

＃1 1/2x2150m3/h x300Pa 調理室③ SF-5と連動 ＃1 1/2x2150m3/h x300Pa 調理室③ EF-5と連動

付 属 品 防振架台 45kg 付 属 品 防振架台 38kg

EF-6 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.40 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRM4 SF-6 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.40 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRM4

＃1 1/2x1650m3/h x300Pa コンテナプール SF-6と連動 ＃1 1/2x1650m3/h x300Pa コンテナプール EF-6と連動

付 属 品 防振架台 30kg 付 属 品 防振架台 30kg

EF-7 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.75 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRM4 SF-7 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.75 1 小屋裏　機器置場 1　1/2　SRM4

＃1 1/2x2200m3/h x300Pa 下処理室 SF-7と連動 ＃1 1/2x2200m3/h x300Pa 下処理室 EF-7と連動

付 属 品 防振架台 38kg 付 属 品 防振架台 38kg

EF-8 排風機 形　　式 厨房用　床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.75 1 小屋裏　機器置場 1　SRMO4 SF-8 排風機 形　　式 床置型　片吸込　シロッコファン 3 200 0.75 1 小屋裏　機器置場 1　SRM4

＃1x1450m3/h x300Pa ｱﾚﾙｷﾞｰ食調理室 SF-8と連動 ＃1x1450m3/h x300Pa ｱﾚﾙｷﾞｰ食調理室 EF-8と連動

付 属 品 防振架台 38kg 付 属 品 防振架台 38kg

EF-9 排風機 形　　式 天吊形　ラインファン 3 200 0.27 1 小屋裏　機器置場 3LFM45.27S SF-9 排風機 形　　式 天吊形　ラインファン 3 200 0.27 1 小屋裏　機器置場 3LFM45.27S

＃3x350m3/h x300Pa 和え物室 SF-9と連動 ＃3x350m3/h x300Pa 和え物室 EF-9と連動

付 属 品 防振天吊金具 23kg 付 属 品 防振天吊金具 23kg
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換気機器表 換気機器表

記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台　数 設置場所 備考（参考型番） 記　号 名　　　称 仕　　　様
電気仕様

台　数 設置場所 備考（参考型番）
φ V kW (W) φ V kW (W)

HEX-1 全熱交換機 形　　式 天吊カセット形 1 100 (107) 1 1階事務室 LGH-N25CX PCF-1 脱臭装置 形　　式 光触媒脱臭装置　床置型 1φ3W 100 2.98 1 小屋裏　機器置場 PCF-24SV

φ150 x200m3/h x50Pa 24時間換気扇 風　　量 37,250　m3/h　×120Pa 1500kg

付 属 品 ロスナイコンパクトリモコン共　標準付属品共 付 属 品 標準付属品

外形寸法 2100L×2200W×2100H

HEX-2 全熱交換機 形　　式 天吊カセット形 1 100 (107) 1 1階職員休憩室 LGH-N25CX

φ150 x250m3/h x50Pa 24時間換気扇 ARF-1 自動巻取りフィルタ 形　　式 屋内　床置　両端開放　縦型オートロール　公共建築仕様 3 200 0.12 1 小屋裏　機器置場 CMR-044-200LTP

付 属 品 ロスナイコンパクトリモコン共　標準付属品共 風　　量 26,050 m3/h 300kg

本　　体 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ(t1.2)鋼板製ﾘﾍﾞｯﾄ接合ｼﾘｺﾝｼｰﾙ構造

F-1 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (13.5) 1 1階更衣室 VD-15ZX14-C 制　　御 差圧･ﾀｲﾏｰ切替式、電源表示灯、巻取完了表示灯、故障表示灯、送風機ｲﾝﾀｰﾛｯｸ接点

φ100 x50m3/h x50Pa ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀ (85％質量法)ﾛｰﾙ巻取式

付 属 品 標準付属品共 付 属 品 差圧計(1ヶ)、差圧ｽｲｯﾁ(1ヶ)

外形寸法 2,800W×2,000(+架台100)H×480D（㎜）

F-2 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (13.5) 2 1階玄関ホール,1階男子更衣室 VD-15ZX14-C

φ100 x100m3/h x50Pa ACT-1 エアカーテン 形　　式 産業用タイプ 3 200 (270) 2 1階荷受室1（野菜） MK-3510TA3

付 属 品 標準付属品共 風　　量 2,560　m3/h 1階荷受室2（肉）

付 属 品 標準付属品

F-3 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (20) 1 1階女子更衣室 VD-15ZXP14-C 外形寸法 1000×238×300H

φ100 x150m3/h x50Pa

付 属 品 標準付属品共 ウェザーカバー 形　　式 排気形ステンレス製ウェザーカバー（指定色塗装） 1 屋外

450×450

F-4 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (33) 1 1階廊下 VD-18ZXP14-C 付 属 品 防鳥網共

φ150 x200m3/h x50Pa

付 属 品 標準付属品共 ウェザーカバー 形　　式 排気形ステンレス製ウェザーカバー（指定色塗装） 1 屋外

400×400

F-5 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (9.4) 5 1階廃棄庫,1階検収室 VD-10Z14 付 属 品 防鳥網共

φ100 x50m3/h x50Pa 1階野菜下処理室,1階肉魚下処理室 24時間換気扇

付 属 品 24時間換気扇コントロールスイッチ共　標準付属品共 1階計量食品庫 (検収室･野菜下処理室 ウェザーカバー 形　　式 給気形ステンレス製ウェザーカバー（指定色塗装） 1 屋外

･肉下処理室・計量食品庫) 450×450

F-6 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (14) 17 1階倉庫,1階WC1 VD-15Z14 付 属 品 フィルター共

φ100 x100m3/h x50Pa 1階備品庫,1階荷受室1（野菜） 24時間換気扇

付 属 品 24時間換気扇コントロールスイッチ共　標準付属品共 1階荷受室2（肉）他 (泥落室･ ウェザーカバー 形　　式 給気形ステンレス製ウェザーカバー（指定色塗装） 1 屋外

洗浄室･ｺﾝﾃﾅﾌﾟｰﾙ) 350×350

F-7 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (20) 1 1階多目的WC VD-15ZP14 付 属 品 フィルター共

φ100 x150m3/h x50Pa

付 属 品 標準付属品共 ベンドキャップ 形　　式 ステンレス製深形フード（指定色塗装） 1 屋外

100φ

F-8 天井扇 形　　式 低騒音型 1 100 (39) 2 1階洗濯乾燥室,1階準備室2 VD-20ZB14 付 属 品 防虫網共

φ150 x250m3/h x50Pa

付 属 品 標準付属品共 ベンドキャップ 形　　式 ステンレス製深形フード（指定色塗装） 2 屋外

150φ

F-9 天井扇 形　　式 低騒音型オール金属タイプ 1 100 (23.5) 2 1階和え物室,1階アレルギー食調理室 VD-13ZY14 付 属 品 防虫網共

φ100 x50m3/h x50Pa 24時間換気扇

付 属 品 24時間換気扇コントロールスイッチ共　標準付属品共 (和え物室・ ベンドキャップ 形　　式 ステンレス製深形フード（指定色塗装） 16 屋外

ｱﾚﾙｷﾞｰ食調理室) 100φ

F-10 天井扇 形　　式 低騒音型オール金属タイプ 1 100 (23.5) 1 1階湯沸室 VD-13ZY14 付 属 品 ガラリ共

φ100 x100m3/h x50Pa

付 属 品 標準付属品共 ベンドキャップ 形　　式 ステンレス製深形フード（指定色塗装） 11 屋外

150φ

F-11 天井扇 形　　式 低騒音型オール金属タイプ 1 100 (32) 1 1階調理室 VD-18ZY14 付 属 品 ガラリ共

φ150 x200m3/h x50Pa 24時間換気扇

付 属 品 24時間換気扇コントロールスイッチ共　標準付属品共 ベンドキャップ 形　　式 ステンレス製軒天用フード（指定色塗装） 9 屋外

100φ

付 属 品 ガラリ共
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換気計算書

換気計算書

居室 風量計算
シックハウス対策換気量

住宅等以外 住宅等

備考

階 部屋名称 又は 床面積 天井高 室容積 換気方式 OA 火気使用室 排気フード面風㏿ 占有面積 法定換気量 人員による (人員× 20 m3/h.人) 換気回数による 設計風量 換気扇 決定（機器）風量

判定

0.3 0.5

換気 又は､EA 燃料種類 燃料消費量 電気 30 q 面積
面風㏿(0.
3m/s) N 20Af/N 人密度 人員 計算風量 換気回数 計算風量 設計台数 排気 (EA) 給気 (OA) 換気回数 計算風量

換気ルート
換気扇風量 換気扇台数 決定風量 換気回数

判定

経路 (m2) (m) (m3) q (kW) 燃料 40 kq m2 (m3/h) (m2/人) (m3/h) (人/m2) (人) (m3/h) (回/h) (m3/h) (m3/h) 台 (m3/h) (m3/h) (回/h) (m3/h) (m3/h) （台） (m3/h) (回/h)

   

1 事務室 ○ 26.62 2.50 66.5 第1種 OA・EA  3 200 200 1 200 200 ○ 0.3 20 200 1 200 3.01 >0.30　ＯＫ HEX-1

1 更衣室 3.75 2.50 9.3 第3種 EA  5 47 50 1 50 ○ F-1

1 湯沸室 4.13 2.50 10.3 第3種 EA  5 52 100 1 100 ○ F-10

1 玄関ホール 12.91 2.50 32.2 第3種 EA  3 97 100 1 100 ○ F-2

1 廊下 35.69 2.50 89.2 第3種 EA  2 179 200 1 200 ○ F-4

   

   

1 倉庫 4.18 2.50 10.4 第3種 EA  5 52 100 1 100 ○ F-6

1 職員休憩室 ○ 29.18 2.50 72.9 第1種 OA・EA  3 219 250 1 250 250 ○ 0.3 22 250 1 250 3.43 >0.30　ＯＫ HEX-2

1 多目的WC 5.54 2.50 13.8 第3種 EA  10 138 150 1 150 ○ F-7

1 女子更衣室 8.36 2.50 20.9 第3種 EA  5 105 150 1 150 ○ F-3

   

1 男子更衣室 6.23 2.50 15.5 第3種 EA  5 78 100 1 100 ○ F-2

1 WC1 3.60 2.50 9.0 第3種 EA  10 90 100 1 100 ○ F-6

1 備品庫 4.10 2.50 10.2 第3種 EA  5 51 100 1 100 ○ F-6

   

1 荷受室1（野菜） 5.50 2.50 13.7 第3種 EA  5 69 100 1 100 ○ F-6

1 廃棄庫 3.87 2.50 9.6 第3種 EA  5 48 50 1 50 ○ F-5

1 荷受室2（肉） 5.50 2.50 13.7 第3種 EA  5 69 100 1 100 ○ F-6

1 油庫 4.05 2.50 10.1 第3種 EA  5 51 100 1 100 ○ F-6

1 検収室，泥落とし室 ○ 50.95 2.50 127.3 第1種 OA・EA  5 637 650 1 650 650 ○ 0.3 39 50 1 50 0.39 >0.30　ＯＫ F-5

   

   

1 調理員廊下 7.65 2.50 19.1 第3種 EA  5 96 100 1 100 ○ F-6

1 調理員WC1 3.91 2.50 9.7 第3種 EA  10 97 100 1 100 ○ F-6

1 調理員WC2 3.82 2.50 9.5 第3種 EA  10 95 100 1 100 ○ F-6

1 洗濯乾燥室 7.97 2.50 19.9 第3種 EA  12 239 250 1 250 ○ F-8

1 準備室1 22.26 2.50 55.6 第1種 OA・EA  5 278 300 1 300 300 ○

1 調理室前室 7.61 2.50 19.0 第1種 OA・EA  5 95 100 1 100 100 ○

1 野菜下処理室 ○ 35.58 2.50 88.9 第1種 OA・EA  5 445 450 1 450 450 ○ 0.3 27 50 1 50 0.56 >0.30　ＯＫ F-5

1 計量食品庫 ○ 12.91 2.50 32.2 第1種 OA・EA  5 161 200 1 200 200 ○ 0.3 10 50 1 50 1.55 >0.30　ＯＫ F-5

1 肉魚下処理室 ○ 26.86 2.50 67.1 第1種 OA・EA  5 336 350 1 350 350 ○ 0.3 21 50 1 50 0.75 >0.30　ＯＫ F-5

1 米庫 8.04 2.50 20.1 第1種 OA・EA  5 101 150 1 150 150 ○

   

1 調理室 ○ 190.72 3.00 572.1 第1種 OA・EA   0.3 172 200 1 200 0.35 >0.30　ＯＫ F-11

1 和え物室 ○ 25.67 2.50 64.1 第1種 OA・EA  5 321 350 1 350 350 ○ 0.3 20 50 1 50 0.78 >0.30　ＯＫ F-9

1 アレルギー食調理室 ○ 11.86 2.50 29.6 第1種 OA・EA   0.3 9 50 1 50 1.69 >0.30　ＯＫ F-9

   

1 準備室2 13.81 2.50 34.5 第3種 EA  7 242 250 1 250 ○ F-8

1 洗浄室（コンテナ洗浄含む） ○ 75.40 3.00 226.2 第1種 OA・EA   0.3 68 100 1 100 0.44 >0.30　ＯＫ F-6

1 洗剤庫 4.19 2.50 10.4 第3種 EA  5 52 100 1 100 ○ F-6

1 ゴミ置き場 4.28 2.50 10.7 第3種 EA  5 54 100 1 100 ○ F-6

1 回収前室 6.60 2.50 16.5 第3種 EA  5 83 100 1 100 ○ F-6

1 前室1（回収） 4.95 2.50 12.3 第3種 EA  5 62 100 1 100 ○ F-6

1 コンテナプール ○ 109.21 3.00 327.6 第1種 OA・EA  5 1,638 1,650 1 1,650 1,650 ○ 0.3 99 100 1 100 0.31 >0.30　ＯＫ F-6

1 配送前室 6.60 3.00 19.8 第3種 EA  5 99 100 1 100 ○ F-6

1 前室2（配送） 4.40 2.50 11.0 第3種 EA  5 55 100 1 100 ○ F-6

1 ｺﾝﾃﾅ洗浄（24h換気は洗浄室） 9.14 3.00 27.4 第1種 OA・EA  7 192 200 1 200 200 ○

   

1 フード①低輻射ガス煮炊釜  第1種 OA・EA ＬＰＧ 178.0 6,622 12.00 12,960   13,000 1 13,000 13,000 ○

1 フード②丸型フライヤー  第1種 OA・EA ＬＰＧ 74.42 2,769 2.75 2,970   3,000 1 3,000 3,000 ○

1 フード③ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ  第1種 OA・EA 電気 36.4 1,092 1.95 2,106   2,150 1 2,150 2,150 ○

1 フード④低輻射ガス炊飯器  第1種 OA・EA ＬＰＧ 94.2 3,505 3.30 3,564   3,600 1 3,600 3,600 ○

1 フード⑤反転ほぐし台  第1種 OA・EA 電気 0.2 6 2.25 2,430   2,450 1 2,450 2,450 ○

1 フード⑥ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ  第1種 OA・EA 電気 5.5 165 0.77 827   850 1 850 850 ○

1 フード⑦ＩＨクッキングヒーター  第1種 OA・EA 電気 2.8 84 0.54 584   600 1 600 600 ○

1 フード⑧食器洗浄機  第1種 OA・EA 電気 6.0 180 0.81 875   900 1 900 900 ○

1 フード⑨食器トレイ洗浄機  第1種 OA・EA ＬＰＧ 44.0 1,637 4.02 4,342   4,350 1 4,350 4,350 ○

1 フード⑨食器トレイ洗浄機  第1種 OA・EA ＬＰＧ 44.0 1,637 4.02 4,342   4,350 1 4,350 4,350 ○

1 フード⑩食器トレイ洗浄機  第1種 OA・EA 電気 4.67 141 0.72 778   800 1 800 800 ○

1 フード⑩食器トレイ洗浄機  第1種 OA・EA 電気 4.67 141 0.72 778   800 1 800 800 ○

   

1 自動巻取りフィルタ    

調理室系統    26,050

1 26,050 ○洗浄室系統    12,900

下処理室系統    1,650

※３系統の最大値とする    
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【制気口リスト】

350×350

SA 150×200

SA 300×300

KEA 300×300

200×200

550×550

450×450

EA 300×300

EA 200×200

EA 300×300

EA 300×300

EA 150×150

SA 200×200

SA 250×250

SA 300×300

SA 150×150

SA 250×250

SA 250×250

SA 200×200

EA 250×250
PA 100φEA 200×200

SA 200×200

EA 200×200

EA 100φ

EA 150φ

EA 150φ

EA 150φ

EA 100φ

EA 150φ

EA 100φ

EA
150φ

EA 100φ

EA 150φ
EA 150φ

OA 150φ

EA 150φEA 150φ

EA 100φ

EA 150φEA 100φOA 100φ

EA 150φEA 100φEA 100φEA 100φ

EA 100φ

EA 250×250

PA 100φ

SA 350×350

SA 250×250

SA 150×150

EA 150×150

SA 250×250

EA 400×400
EA 200×200

EA 350×350

OA 250×250

OA 100×100

OA 250×250

OA 400×400

OA 350×350

SA
 2

50
×

25
0

KE
A 

25
0×

25
0

KE
A 

25
0×

25
0

SA 350×350 SA 350×350

KEA 250×250

KEA 250×250

KEA 450×450

SA 200×200

KEA 250×250

SA
 2
50

×
25

0

KEA 450×450

SA 350×350

SA
 4

00
×

40
0

KE
A 

60
0×

60
0

SA 600×400

SA 250×250

⑥

⑦

④

②

⑤

③

⑧

①

SA 300×300

KE
A

65
0×

65
0

KEA 250×250

SA 150×150

KEA 150×150

⑨

⑩

⑩

⑨

KEA 250×250

VDVD
VD

VD VD
VD

VD

VD

VD VD

VD

VD

VD

VDVD

VD

VD
VD

VD

VDVD VD VDVD VD

VD SA
 5

50
×

55
0

SA
 7
00

×
40

0

OA 300×300

EA 100φ

SA 300×300SA 300×300

OA 250×250

OA 150×150

OA 200×200

OA 300×300

OA 250×250

OA 350×350

OA 150×150

SA 200×200

EA 200×200

OA 250×250

SA 350×350

OA 300×300

SA 350×350

OA 200×200

OA 100×100

FD FD FD FD

FD

SA 200×200

EA 100φ

350×350

350×300,350×300,350×300,350×300

OA 200×200

SA 1,100×400

300×300

400×400

SA 250×250

400×400

SA 350×350

SA 300×350

300×300

KEA 250×250

350×350

SA 300×350

400×400

400×400,400×400,400×400,400×400

350×350

1100×400

400×400

200×200 700×400

650×650

350×350

300×300

は24時間換気扇とする。１．

２．防火区画貫通部，及び延焼の恐れのある部分の
　　外壁ダクト貫通部には、ＦＤを設置すること。

【注記】

３．厨房排気ダクトは全てRW50mm巻とする。

VD

VD

VD

FD

11,000×600×1,2003方エアカーテン型(短辺2)二重8001.0SUS⑩洗浄

11,000×600×1,2003方エアカーテン型(短辺2)二重8001.0SUS⑩洗浄

11,000×3,350×1,2003方エアカーテン型(長辺2)二重4,3501.0SUS⑨洗浄

11,000×3,350×1,2003方エアカーテン型(長辺2)二重4,3501.0SUS⑨洗浄

11,000×900×9003方エアカーテン型(短辺2)二重9001.0SUS⑧洗浄

1FGS-2015N1FSVL1-330W11,000×900×6001方エアカーテン型(長辺1)二重6001.0SUS⑦アレルギー

1FGS-3020N1FSVL1-525W11,000×900×8501方エアカーテン型(長辺1)二重8501.0SUS⑥アレルギー

1FGS-6025N1FSVL3-530W11,000×1,250×1,8003方エアカーテン型(短辺2)二重2,4501.0SUS⑤調理室

1FGS-6035N1FSVL3-540W11,000×1,100×3,0003方エアカーテン型(短辺2)二重3,6001.0SUS④調理室

1FGS-5020N1FSVL2-525W11,000×1,300×1,5003方エアカーテン型(短辺2)二重2,1501.0SUS③調理室

1FGS-5030N1FSVL2-540W11,000×1,250×2,2003方エアカーテン型(短辺2)二重3,0001.0SUS②調理室

3250CMH/台４分割4FGS-5035N4FSVL2-550W11,000×7,500×1,6004方エアカーテン型二重13,0001.0SUS①調理室

個数参考品番個数参考品番CMH
備考

防火シャッターグリスフィルター
台数H×W×Lフード形状

排気風量
厚み材質フード番号部屋名

0.3 m/s排気フードリスト

EA 150×150

EA 100φ

PA 100φ

ｱﾚﾙｷﾞｰ食調理室

VHS 100×100 [OA 50 m3/h]
1

300×300×450H (内貼り 25mm)

米庫

VHS 200×200 [SA 150 m3/h]
1

400×400×400H (内貼り 25mm)

HS 200×200 [EA 150 m3/h]
1

400×400×400H (保温なし)

計量食品庫

VHS 200×200 [SA 200 m3/h]
1

400×400×400H (内貼り 25mm)

HS 200×200 [EA 200 m3/h]
1

400×400×400H (保温なし)

VHS 100×100 [PA 50 m3/h]
1

300×300×300H (保温なし)

肉魚下処理室

VHS 300×300 [SA 350 m3/h]
1

500×500×450H (内貼り 25mm)

HS 300×300 [EA 350 m3/h]
1

500×500×450H (保温なし)

VHS 100×100 [PA 50 m3/h]
1

300×300×300H (保温なし)

野菜下処理室

VHS 300×300 [SA 450 m3/h]
1

500×500×450H (内貼り 25mm)

HS 350×350 [EA 450 m3/h]
1

550×550×450H (保温なし)

VHS 100×100 [PA 50 m3/h]
1

300×300×300H (保温なし)

調理室前室

VHS 200×200 [SA 100 m3/h]
1

400×400×400H (内貼り 25mm)

HS 200×200 [EA 100 m3/h]
1

400×400×400H (保温なし)

準備室１

VHS 300×300 [SA 300 m3/h]
1

500×500×450H (内貼り 25mm)

HS 300×300 [EA 300 m3/h]
1

500×500×450H (保温なし)

更衣室

VHS 100×100 [OA 50 m3/h]
1

300×300×300H (内貼り 25mm)

調理員廊下

VHS 400×400 [OA 550 m3/h]
1

600×600×450H (内貼り 25mm)

玄関ホール

VHS 300×300 [OA 350 m3/h]
1

500×500×450H (内貼り 25mm)

倉庫

VHS 150×150 [OA 100 m3/h]
1

350×350×350H (内貼り 25mm)

和え物室

VHS 300×300 [SA 350 m3/h]
1

500×500×450H (内貼り 25mm)

VHS 100×100 [OA 50 m3/h]
1

300×300×300H (内貼り 25mm)

HS 300×300 [EA 350 m3/h]
1

500×500×450H (保温なし)

準備室２

VHS 200×200 [OA 250 m3/h]
1

400×400×400H (内貼り 25mm)

ｺﾝﾃﾅﾌﾟｰﾙ

VHS 400×400 [SA 825 m3/h]
2

600×600×450H (内貼り 25mm)

VHS 250×250 [OA 300 m3/h]
1

450×450×450H (内貼り 25mm)

HS 400×400 [KEA 825 m3/h]
2

600×600×450H (保温なし)

洗浄室

VHS 200×200 [SA 200 m3/h]
1

400×400×400H (内貼り 25mm)

VHS 300×300 [OA 500 m3/h]
1

500×500×450H (内貼り 25mm)

HS 200×200 [KEA 200 m3/h]
1

400×400×400H (保温なし)

調理室

VHS 200×200 [OA 200 m3/h]
1

400×400×400H (内貼り 25mm) 廊下

VHS 400×400 [OA 650 m3/h]
1

600×600×450H (内貼り 25mm)

検収室

VHS 300×300 [SA 325 m3/h]
2

500×500×450H (内貼り 25mm)

VHS 350×350 [OA 550 m3/h]
1

550×550×450H (内貼り 25mm)

HS 300×300 [EA 325 m3/h]
2

500×500×450H (保温なし)

HS 100×100 [PA 50 m3/h]
3

300×300×300H (保温なし)
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